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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置において、
　前記装置のユーザーの所与の生体リズム的活動を示すセンサ信号を生成するべく適合さ
れたセンサであって、前記センサ信号は、前記ユーザーの自発的動作を示す第１特徴と、
前記ユーザーの利益関連変数を示す第２特徴と、を具備している、センサと、
　継続的に、前記センサ信号を受信し、前記第１特徴及び前記第２特徴に応答して、前記
第１特徴によって示されている前記自発的動作のパラメータを変更するように前記ユーザ
ーを促す出力信号を生成するべく適合された制御ユニットと、を有し、
　前記センサは、心臓活動を示すセンサ信号を生成するべく適合されたセンサ、高速応答
温度センサ、心電図（ＥＣＧ）モニタ、少なくとも１つの筋電図検査（ＥＭＧ）電極、脳
波図（ＥＥＧ）モニタ、血液ガス濃度センサ、光電センサ、パルスオキシメータ、光電脈
波センサ、カプノメータ、レーザ・ドップラーセンサからなるグループから選択される、
装置。
【請求項２】
　前記制御ユニットは、前記センサ信号内において、前記第１及び第２特徴を識別するべ
く適合された請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記制御ユニットは、
　前記ユーザーが前記パラメータを望ましい程度に変更したことを示す前記第１特徴の側
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面を識別し、
　前記センサ信号の第１特徴の前記側面の識別に応答して、前記自発的動作の前記パラメ
ータを更に変更するように前記ユーザーを促す新しい出力信号を生成するべく適合された
請求項１記載の装置。
【請求項４】
　前記第１特徴は、前記センサ信号の一側面の周期、前記センサ信号の一側面の速度、前
記センサ信号の一側面の立ち上がり時間、前記センサ信号の一側面の立ち下がり時間、前
記センサ信号の一側面の１点における時間微分、前記時間微分の最大値、前記時間微分の
最小値、一側面の複数の生体リズム的サイクルにわたって平均された前記センサ信号の前
記側面の最大値の振幅、及び一側面の複数のサイクルにわたって平均された前記センサ信
号の前記側面の最小値の振幅から構成されたリストから選択され、前記センサは、前記第
１特徴を具備する前記センサ信号を生成するべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項５】
　前記第１特徴は、前記センサ信号の一側面の２点間における時間差を含んでおり、前記
２点は、前記生体リズム的活動の単一のサイクルの一部である請求項１記載の装置。
【請求項６】
　前記第１特徴は、前記センサ信号の一側面の２点間における信号値の差を含んでおり、
前記２点は、前記生体リズム的活動の単一のサイクルの一部である請求項１記載の装置。
【請求項７】
　前記第２特徴は、前記生体リズム的活動の一側面の変化度を含んでおり、前記側面は、
前記生体リズム的活動のエンベロープ、前記生体リズム的活動の振幅、前記生体リズム的
活動の周期、前記エンベロープの標準偏差（ＳＤ）、前記振幅のＳＤ、及び前記周期のＳ
Ｄから構成されたリストから選択され、前記制御ユニットは、前記側面の前記変化度に応
答して前記出力信号を生成するべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項８】
　前記ユーザーの健康状態パラメータを示す健康状態信号を生成するべく適合された健康
状態センサを有し、前記健康状態パラメータは、前記ユーザーの健康の状態を示しており
、前記制御ユニットは、前記健康状態信号を受信し、前記健康状態パラメータが閾値を超
過しているかどうかを判定するべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項９】
　前記制御ユニットは、ゲームの形態で前記出力信号を生成し、前記自発的動作の前記パ
ラメータを変更するように前記ユーザーを誘導するために、前記ゲームのパラメータを変
更するべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項１０】
　前記生体リズム的活動は、心臓の活動を含んでおり、前記センサは、前記心臓の活動を
示す前記センサ信号を生成するべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項１１】
　前記制御ユニットは、前記利益関連変数を改善するために、前記自発的動作の前記パラ
メータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成するべく適合された請求
項１記載の装置。
【請求項１２】
　前記利益関連変数は、前記ユーザーの呼吸の振幅であり、前記制御ユニットは、前記呼
吸の前記振幅を改善するために、前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記
ユーザーを促す前記出力信号を構成するべく適合された請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記利益関連変数は、前記ユーザーの圧受容体反射感受性の尺度であり、前記制御ユニ
ットは、前記圧受容体反射感受性の尺度を改善するために、前記自発的動作の前記パラメ
ータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成するべく適合された請求項
１１記載の装置。
【請求項１４】
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　前記利益関連変数は、前記ユーザーの血圧、前記ユーザーの血液酸素化飽和、前記ユー
ザーの終末呼気ＣＯ２レベル、前記ユーザーの組織酸素化レベル、前記ユーザーの脈波速
度、前記ユーザーの皮膚血量の変動、前記ユーザーの皮膚パルスボリュームの振幅、前記
ユーザーの動脈コンプライアンス、及び前記ユーザーの心電図のパラメータから構成され
たリストから選択され、前記制御ユニットは、前記利益関連変数を改善するために、前記
自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成す
るべく適合された請求項１１記載の装置。
【請求項１５】
　前記制御ユニットは、前記ユーザーの心血管疾患を治療するべく、前記利益関連変数を
改善するために、前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す
前記出力信号を構成するべく適合された請求項１１記載の装置。
【請求項１６】
　前記制御ユニットは、前記ユーザーの肺疾患を治療するべく、前記利益関連変数を改善
するために、前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記
出力信号を構成するべく適合された請求項１１記載の装置。
【請求項１７】
　前記制御ユニットは、神経疾患、高血圧、及び多動から構成されたリストから選択され
る前記ユーザーの状態を治療するべく、前記利益関連変数を改善するために、前記自発的
動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成するべく
適合された請求項１１記載の装置。
【請求項１８】
　前記出力信号は、わかりやすい刺激を含んでおり、前記制御ユニットは、前記自発的動
作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記わかりやすい刺激を生成す
るべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項１９】
　前記わかりやすい刺激は、画像、英数字テキスト、音響、音響パターン、及び動的なグ
ラフィックパターンから構成されたリストから選択される少なくとも１つの刺激を含んで
おり、前記制御ユニットは、前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユー
ザーを促す前記刺激を生成するべく適合された請求項１８記載の装置。
【請求項２０】
　スピーカを有しており、前記わかりやすい刺激は、音楽を有し、前記制御ユニットは、
前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促すために、前記スピ
ーカを駆動して前記音楽を生成するべく適合された請求項１８記載の装置。
【請求項２１】
　前記センサは、前記ユーザーの健康状態パラメータを示す第３特徴を具備する前記セン
サ信号を生成するように適合されており、前記健康状態パラメータは、前記ユーザーの健
康の状態を示しており、前記制御ユニットは、前記健康状態パラメータが閾値を超過して
いるかどうかを判定するべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項２２】
　前記制御ユニットは、前記第３特徴が前記閾値を超過しているという判定に応答して、
前記出力信号の生成を保留するべく適合された請求項２１記載の装置。
【請求項２３】
　前記制御ユニットは、前記第３特徴が前記閾値を超過しているという判定に応答して、
警報信号を生成するべく適合された請求項２１記載の装置。
【請求項２４】
　前記生体リズム的活動は、呼吸を含んでおり、前記センサは、前記呼吸を示す前記セン
サ信号を生成するべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項２５】
　前記自発的動作は、呼吸を含んでおり、前記制御ユニットは、前記呼吸のパラメータを
変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を生成するべく適合された請求項２４記
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載の装置。
【請求項２６】
　前記第１特徴は、吸気時間と呼気時間から選択された少なくとも１つの呼吸パラメータ
を含んでおり、前記センサは、前記第１特徴を具備する前記センサ信号を生成するべく適
合された請求項２５記載の装置。
【請求項２７】
　前記第１特徴は、前記ユーザーの皮膚パルスボリューム（ｓｋｉｎ　ｐｕｌｓｅ　ｖｏ
ｌｕｍｅ）の平均周波数を含んでおり、前記センサは、前記第１特徴を具備する前記セン
サ信号を生成するべく適合された請求項２５記載の装置。
【請求項２８】
　前記第１特徴は、前記ユーザーの終末呼気ＣＯ２レベルを含んでおり、前記センサは、
前記第１特徴を具備する前記センサ信号を生成するべく適合された請求項２５記載の装置
。
【請求項２９】
　前記呼吸の前記パラメータは、前記呼吸の１つ又は複数のタイミングパラメータを含ん
でおり、前記制御ユニットは、前記呼吸の前記タイミングパラメータを変更するように前
記ユーザーを促す前記出力信号を生成するべく適合された請求項２５記載の装置。
【請求項３０】
　前記タイミングパラメータは、前記ユーザーの吸気と呼気のパターンを含んでおり、前
記制御ユニットは、前記パターンを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を生
成するべく適合された請求項２９記載の装置。
【請求項３１】
　前記制御ユニットは、前記呼気の期間に対する前記吸気の期間の比率を低減させるべく
、前記パターンを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を生成するべく適合さ
れた請求項３０記載の装置。
【請求項３２】
　前記センサは、指プレスチモグラフである請求項１記載の装置。
【請求項３３】
　前記第１特徴は、前記ユーザーの前記自発的動作を示す複数の第１特徴を含んでおり、
前記制御ユニットは、前記複数の第１特徴間における少なくとも１つの関係に応答して、
前記出力信号を生成するべく適合された請求項１記載の装置。
【請求項３４】
　前記制御ユニットは、周波数ドメインにおける相互相関分析と時間ドメインにおける相
互相関分析から選択された分析技法を使用して前記関係を判定するべく適合された請求項
３３記載の装置。
【請求項３５】
　前記第１特徴は、前記センサ信号内のポイントによって定義された複数のスペクトル成
分間における関係を含んでいる請求項１記載の装置。
【請求項３６】
　前記第１特徴は、前記センサ信号内のポイントによって定義された少なくとも１つのス
ペクトル成分を含んでいる請求項１記載の装置。
【請求項３７】
　前記スペクトル成分は、前記センサ信号内のポイントの第１サブセットによって定義さ
れており、前記ポイントの第１のサブセットは、前記ポイントの第１のサブセットとは異
なる前記センサ信号内のポイントの第２のサブセットの中に位置しており、前記ポイント
の第１のサブセットは、共通特性を共有している請求項３６記載の装置。
【請求項３８】
　前記共通特性は、前記センサ信号の極大値と極小値から構成されたリストから選択され
る請求項３７記載の装置。
【請求項３９】
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　装置であって、
　第１センサ信号を生成するべく適合された第１フォトプレチスモグラフィーセンサと、
　第２センサ信号を生成するべく適合された第２フォトプレチスモグラフィーセンサと、
　継続的に、前記第１及び第２センサ信号を受信し、前記第１センサ信号及び前記第２セ
ンサ信号の少なくともいずれかにおいて、前記装置のユーザーの自発的動作を示している
第１特徴を識別し、前記第１及び第２センサ信号の組み合わせから第２特徴を導出し、前
記第１及び第２特徴に応答して、前記自発的動作のパラメータを変更するように前記ユー
ザーを促す出力信号を生成するべく適合された制御装置と、を有する装置。
【請求項４０】
　前記制御ユニットは、前記第２特徴が示している前記ユーザーの生理的変数を改善する
ために、前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力
信号を構成するべく適合された請求項３９記載の装置。
【請求項４１】
　装置であって、
　前記装置のユーザーの腹部呼吸を計測し、腹部呼吸センサ信号を生成するべく適合され
た第１センサと、
　前記ユーザーの胸部呼吸を計測し、胸部呼吸センサ信号を生成するべく適合された第２
センサと、
　継続的に、前記腹部及び胸部呼吸センサ信号を受信し、これに応答して、前記ユーザー
の呼吸のパラメータを変更するように前記ユーザーを促す出力信号を生成するべく適合さ
れた制御ユニットと、
　を有する装置。
【請求項４２】
　前記呼吸の前記パラメータは、前記呼吸のタイミングパラメータを含んでおり、前記制
御ユニットは、前記呼吸の前記タイミングパラメータを変更するように前記ユーザーを促
すために、前記出力を生成するべく適合された請求項４１記載の装置。
【請求項４３】
　前記制御ユニットは、前記腹部及び胸部呼吸センサ信号が示している前記ユーザーの生
理的変数を改善するために、前記呼吸の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを
促す前記出力信号を構成するべく適合された請求項４１記載の装置。
【請求項４４】
　前記生理的変数は、前記腹部呼吸と前記胸部呼吸間における位相差を含んでおり、前記
制御ユニットは、前記位相差を変化させるために、前記呼吸の前記パラメータを変更する
ように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成するべく適合された請求項４３記載の装置
。
【請求項４５】
　前記生理的変数は、前記胸部呼吸振幅に対する前記腹部呼吸振幅の比率を含んでおり、
前記制御ユニットは、前記比率を増大させるために、前記呼吸の前記パラメータを変更す
るように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成するべく適合された請求項４３記載の装
置。
【請求項４６】
　前記制御ユニットは、鬱血性心不全と慢性閉塞性肺疾患から構成されたリストから選択
されるユーザーの状態を治療する前記出力信号を構成するべく適合された請求項４３記載
の装置。
【請求項４７】
　装置であって、
　呼吸の自律的な制御が損なわれている対象の呼吸を示すセンサ信号を生成するべく適合
されたセンサと、
　継続的に、前記センサ信号を受信し、これに応答して、前記対象に前記呼吸のパラメー
タを無意識に変更させる出力信号を生成するべく適合された制御ユニットと、を有し、
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　前記センサは、心臓活動を示すセンサ信号を生成するべく適合されたセンサ、高速応答
温度センサ、心電図（ＥＣＧ）モニタ、少なくとも１つの筋電図検査（ＥＭＧ）電極、脳
波図（ＥＥＧ）モニタ、血液ガス濃度センサ、光電センサ、パルスオキシメータ、光電脈
波センサ、カプノメータ、レーザ・ドップラーセンサからなるグループから選択される、
装置。
【請求項４８】
　前記制御ユニットは、前記呼吸と位相がわずかにずれた前記出力信号を生成するべく適
合された請求項４７記載の装置。
【請求項４９】
　前記センサは、前記対象が睡眠中である場合に前記対象に適用されるように適合された
請求項４７記載の装置。
【請求項５０】
　前記制御ユニットは、前記対象の睡眠時無呼吸を治療するために、前記出力信号を生成
するべく適合された請求項６３記載の装置。
【請求項５１】
　前記センサは、前記対象が意識を失っている場合に前記対象に適用されるように適合さ
れた請求項４７記載の装置。
【請求項５２】
　前記センサは、前記対象が昏睡状態にある場合に前記対象に適用されるように適合され
た請求項５１記載の装置。
【請求項５３】
　前記センサは、前記対象が麻酔中である場合に前記対象に適用されるように適合された
請求項５１記載の装置。
【請求項５４】
　診断装置であって、
　前記装置のユーザーの自発的な生体リズム的動作を示す自発的な生理的変数を計測し、
これに応答して、センサ信号を生成するべく適合されたセンサと、
　継続的に、前記センサ信号を受信し、前記自発的動作の時間に伴う変動のレベルを判定
し、これに応答して、出力信号を生成するべく適合された制御ユニットと、
　を有する診断装置。
【請求項５５】
　前記制御ユニットは、診断を促進するために、前記変動の前記レベルを判定するべく適
合された請求項５４記載の装置。
【請求項５６】
　前記センサは、呼吸センサを有している請求項５４記載の装置。
【請求項５７】
　前記制御ユニットは、前記信号のエンベロープの時間に伴う変動のレベルを判定するべ
く適合された請求項５４記載の装置。
【請求項５８】
　前記制御ユニットは、前記信号の振幅の時間に伴う変動のレベルを判定するべく適合さ
れた請求項５４記載の装置。
【請求項５９】
　前記制御ユニットは、前記信号の周期と前記信号の数の少なくともいずれかの時間に伴
う変動のレベルを判定するべく適合された請求項５４記載の装置。
【請求項６０】
　診断装置であって、
　被験者の呼吸を示すセンサ信号を生成するべく適合されたプレチスモグラフィーセンサ
と、
　継続的に、前記センサ信号を受信して、前記信号の時間に伴う変動のレベルを判定し、
これに応答して、出力信号を生成するべく適合された制御ユニットと、
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　を有する診断装置。
【請求項６１】
　前記制御ユニットは、診断を促進するために、前記変動のレベルを判定するべく適合さ
れた請求項６０記載の装置。
【請求項６２】
　前記制御ユニットは、前記信号のエンベロープの時間に伴う変動のレベルを判定するべ
く適合された請求項６０記載の装置。
【請求項６３】
　前記制御ユニットは、前記信号の振幅の時間に伴う変動のレベルを判定するべく適合さ
れた請求項６０記載の装置。
【請求項６４】
　前記制御ユニットは、前記信号の周期と前記信号の速度の少なくともいずれかの時間に
伴う変動のレベルを判定するべく適合された請求項６０記載の装置。
【請求項６５】
　医療装置の作動方法であって、
　前記医療装置が、心臓活動を示すセンサ信号を生成するべく適合されたセンサ、高速応
答温度センサ、心電図（ＥＣＧ）モニタ、少なくとも１つの筋電図検査（ＥＭＧ）電極、
脳波図（ＥＥＧ）モニタ、血液ガス濃度センサ、光電センサ、パルスオキシメータ、光電
脈波センサ、カプノメータ、レーザ・ドップラーセンサからなるグループから選択される
センサー信号を、受信する段階であって、前記センサ信号は、ユーザーの所与の自発的動
作を示す第１特徴と、前記ユーザーの利益関連変数を示す第２特徴と、を具備している、
段階と、
　前記医療装置が、継続的に、前記第１特徴及び第２特徴に応答して、前記第１特徴によ
って示されている前記自発的動作のパラメータを変更するように前記ユーザーを促す出力
信号を生成する段階と、
　を有する方法。
【請求項６６】
　前記出力信号を生成する段階は、
　前記ユーザーが前記パラメータを望ましい程度に変更したことを示す前記第１特徴の一
側面を識別する段階と、
　前記第１センサ信号の前記側面の識別に応答して、前記自発的動作の前記パラメータを
更に変更するように前記ユーザーを促す新しい出力信号を生成する段階と、
　を有している請求項６５記載の方法。
【請求項６７】
　前記第１特徴は、前記センサ信号の一側面の周期、前記センサ信号の一側面の速度、前
記センサ信号の一側面の立ち上がり時間、前記センサ信号の一側面の立ち下がり時間、前
記センサ信号の一側面の１点における時間微分、前記時間微分の最大値、前記時間微分の
最小値、一側面の複数の生体リズム的サイクルにわたって平均された前記センサ信号の前
記側面の最大値の振幅、及び一側面の複数のサイクルにわたって平均された前記センサ信
号の前記側面の最小値の振幅から構成されたリストから選択され、前記センサ信号を受信
する段階は、前記第１特徴を具備する前記センサ信号を受信する段階を有している請求項
６５記載の方法。
【請求項６８】
　前記第１特徴は、前記センサ信号の一側面の２点間における時間差を含んでおり、前記
２点は、前記生体リズム的活動の単一のサイクルの一部である請求項６５記載の方法。
【請求項６９】
　前記第１特徴は、前記センサ信号の一側面の２点間における信号値の差を含んでおり、
前記２点は、前記生体リズム的活動の単一のサイクルの一部である請求項６５記載の方法
。
【請求項７０】
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　前記第２特徴は、前記生体リズム的活動の一側面の変化度を含んでおり、前記側面は、
前記生体リズム的活動のエンベロープ、前記生体リズム的活動の振幅、前記生体リズム的
活動の周期、前記エンベロープの標準偏差（ＳＤ）、前記振幅のＳＤ、及び前記周期のＳ
Ｄから構成されたリストから選択され、前記出力信号を生成する段階は、前記側面の前記
変化度に応答して前記出力信号を生成する段階を有している請求項６５記載の方法。
【請求項７１】
　前記ユーザーの健康状態パラメータを示す健康状態信号を受信する段階を有し、前記健
康状態パラメータは、前記ユーザーの健康の状態を示しており、前記出力信号を生成する
段階は、前記健康状態パラメータが閾値を超過しているかどうかを判定する段階を有して
いる請求項６５記載の方法。
【請求項７２】
　前記出力信号を生成する段階は、
　ゲームの形態で前記出力信号を生成する段階と、
　前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを誘導するべく、前記
ゲームのパラメータを変更する段階と、
　を有している請求項６５記載の方法。
【請求項７３】
　前記生体リズム的活動は、心臓の活動を含んでおり、前記センサ信号を受信する段階は
、前記心臓の活動を示す前記センサ信号を受信する段階を有している請求項６５記載の方
法。
【請求項７４】
　前記出力信号を生成する段階は、前記利益関連変数を改善するために、前記自発的動作
の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成する段階を有
している請求項６５記載の方法。
【請求項７５】
　前記利益関連変数は、前記ユーザーの呼吸の振幅であり、前記出力信号を生成する段階
は、前記呼吸の前記振幅を改善するために、前記自発的動作の前記パラメータを変更する
ように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成する段階を有している請求項７４記載の方
法。
【請求項７６】
　前記利益関連変数は、前記ユーザーの圧受容体反射感受性の尺度であり、前記出力信号
を生成する段階は、前記圧受容体反射感受性の尺度を改善するために、前記自発的動作の
前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成する段階を有し
ている請求項７４記載の方法。
【請求項７７】
　前記利益関連変数は、前記ユーザーの血圧、前記ユーザーの血液酸素化飽和、前記ユー
ザーの終末呼気ＣＯ２レベル、前記ユーザーの組織酸素化レベル、前記ユーザーの脈波速
度、前記ユーザーの皮膚血量の振幅、前記ユーザーの皮膚パルスボリュームの振幅、前記
ユーザーの動脈コンプライアンス、及び前記ユーザーの心電図のパラメータから構成され
たリストから選択され、前記出力信号を生成する段階は、前記利益関連変数を改善するた
めに、前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信
号を構成する段階を有している請求項７４記載の方法。
【請求項７８】
　前記出力信号を生成する段階は、前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前
記ユーザーを促すべく、わかりやすい刺激を生成する段階を有している請求項６５記載の
方法。
【請求項７９】
　前記わかりやすい刺激を生成する段階は、前記自発的動作の前記パラメータを変更する
ように前記ユーザーを促すべく、画像、英数字テキスト、音響、音響パターン、及び動的
なグラフィックパターンから構成されたリストから選択される少なくとも１つの刺激を生
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成する段階を有している請求項７８記載の方法。
【請求項８０】
　前記わかりやすい刺激を生成する段階は、前記自発的動作の前記パラメータを変更する
ように前記ユーザーを促すべく、音楽を生成する段階を有している請求項７８記載の方法
。
【請求項８１】
　前記センサ信号を受信する段階は、前記ユーザーの健康状態パラメータを示す第３特徴
を具備する前記センサ信号を受信する段階を有し、前記健康状態パラメータは、前記ユー
ザーの健康の状態を示しており、前記出力信号を生成する段階は、前記健康状態パラメー
タが閾値を超過しているかどうかを判定する段階を有している請求項６５記載の方法。
【請求項８２】
　前記出力信号を生成する段階は、前記第３特徴が前記閾値を超過しているという判定に
応答して、前記出力信号の生成を保留する段階を有している請求項８１記載の方法。
【請求項８３】
　前記出力信号を生成する段階は、前記第３特徴が前記閾値を超過しているという判定に
応答して、警報信号を生成する段階を有している請求項８１記載の方法。
【請求項８４】
　前記生体リズム的活動は、呼吸を含んでおり、前記センサ信号を受信する段階は、前記
呼吸を示す前記センサ信号を受信する段階を有している請求項６５記載の方法。
【請求項８５】
　前記自発的動作は、呼吸を含んでおり、前記出力信号を生成する段階は、前記呼吸のパ
ラメータを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を生成する段階を有している
請求項８４記載の方法。
【請求項８６】
　前記第１特徴は、吸気時間と呼気時間から選択された少なくとも１つの呼吸パラメータ
を含んでおり、前記センサ信号を受信する段階は、前記第１特徴を具備する前記センサ信
号を受信する段階を有している請求項８５記載の方法。
【請求項８７】
　前記第１特徴は、前記ユーザーの皮膚パルスボリュームの平均周波数を含んでおり、前
記センサ信号を受信する段階は、前記第１特徴を具備する前記センサ信号を受信する段階
を有している請求項８５記載の方法。
【請求項８８】
　前記第１特徴は、前記ユーザーの終末呼気ＣＯ２レベルを含んでおり、前記センサ信号
を受信する段階は、前記第１特徴を具備する前記センサ信号を受信する段階を有している
請求項８５記載の方法。
【請求項８９】
　前記呼吸の前記パラメータは、呼吸の１つ又は複数のタイミングパラメータを含んでお
り、前記出力信号を生成する段階は、前記呼吸の前記タイミングパラメータを変更するよ
うに前記ユーザーを促す前記出力信号を生成する段階を有している請求項８５記載の方法
。
【請求項９０】
　前記タイミングパラメータは、前記ユーザーの吸気と呼気のパターンを含んでおり、前
記出力信号を生成する段階は、前記パターンを変更するように前記ユーザーを促す前記出
力信号を生成する段階を有している請求項８９記載の方法。
【請求項９１】
　前記出力信号を生成する段階は、前記呼気の期間に対する前記吸気の期間の比率を低減
するべく、前記パターンを変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を生成する段
階を有している請求項９０記載の方法。
【請求項９２】
　前記第１特徴は、前記ユーザーの前記自発的動作を示す複数の第１特徴を含んでおり、
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前記出力信号を生成する段階は、
　前記複数の第１特徴間における少なくとも１つの関係を判定する段階と、
　前記少なくとも１つの関係に応答して、前記出力信号を生成する段階と、
　を有している請求項６５記載の方法。
【請求項９３】
　前記関係を判定する段階は、周波数ドメインにおける相互相関分析と時間ドメインにお
ける相互相関分析から選択された分析技法を使用する段階を有している請求項９２記載の
方法。
【請求項９４】
　前記第１特徴は、前記センサ信号内のポイントによって定義された複数のスペクトル成
分間における関係を含んでいる請求項６５記載の方法。
【請求項９５】
　前記第１特徴は、前記センサ信号内のポイントによって定義された少なくとも１つのス
ペクトル成分を含んでいる請求項６５記載の方法。
【請求項９６】
　前記スペクトル成分は、前記センサ信号内のポイントの第１のサブセットによって定義
されており、前記ポイントの第１のサブセットは、前記ポイントの第１のサブセットとは
異なる前記センサ信号内のポイントの第２のサブセットの中に位置しており、前記ポイン
トの第１のサブセットは、共通特性を共有している請求項９５記載の方法。
【請求項９７】
　前記共通特性は、前記センサ信号の極大値と極小値から構成されたリストから選択され
る請求項９６記載の方法。
【請求項９８】
　医療装置の作動方法であって、
　前記医療装置が、第１フォトプレチスモグラフィーセンサ信号と第２フォトプレチスモ
グラフィーセンサ信号を受信する段階と、
　前記医療装置が、前記第１センサ信号と前記第２センサ信号の少なくともいずれかにお
いて、第１特徴を識別する段階であって、前記第１特徴は、前記ユーザーの自発的動作を
示している段階と、
　前記医療装置が、前記第１及び第２センサ信号の組み合わせから第２特徴を導出する段
階と、
　前記医療装置が、継続的に、前記第１及び第２特徴に応答して、前記自発的動作のパラ
メータを変更するように前記ユーザーを促す出力信号を生成する段階と、
　を有する方法。
【請求項９９】
　前記出力信号を生成する段階は、前記第２特徴が示している前記ユーザーの生理的変数
を改善するべく、前記自発的動作の前記パラメータを変更するように前記ユーザーを促す
前記出力信号を構成する段階を有している請求項９８記載の方法。
【請求項１００】
　医療装置の作動方法であって、
　前記医療装置が、ユーザーの腹部呼吸を示す腹部呼吸センサ信号を受信する段階と、
　前記医療装置が、前記ユーザーの胸部呼吸を示す胸部呼吸センサ信号を受信する段階と
、
　前記医療装置が、継続的に、前記腹部及び胸部呼吸センサ信号に応答して、前記ユーザ
ーの呼吸のパラメータを変更するように前記ユーザーを促す出力信号を生成する段階と、
　を有する方法。
【請求項１０１】
　前記呼吸の前記パラメータは、前記呼吸のタイミングパラメータを含んでおり、前記出
力信号を生成する段階は、前記呼吸の前記タイミングパラメータを変更するように前記ユ
ーザーを促すべく、前記出力を生成する段階を有している請求項１００記載の方法。
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【請求項１０２】
　前記出力信号を生成する段階は、前記腹部及び胸部呼吸センサ信号が示す前記ユーザー
の生理的変数を改善するべく、前記呼吸の前記パラメータを変更するように前記ユーザー
を促す前記出力信号を構成する段階を有している請求項１００記載の方法。
【請求項１０３】
　前記生理的変数は、前記腹部呼吸と前記胸部呼吸間における位相差を含んでおり、前記
出力信号を生成する段階は、前記位相差を変化させるべく、前記呼吸の前記パラメータを
変更するように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成する段階を有している請求項１０
２記載の方法。
【請求項１０４】
　前記生理的変数は、胸部呼吸振幅に対する腹部呼吸振幅の比率を含んでおり、前記出力
信号を生成する段階は、前記比率を増大させるべく、前記呼吸の前記パラメータを変更す
るように前記ユーザーを促す前記出力信号を構成する段階を有している請求項１０２記載
の方法。
【請求項１０５】
　医療装置の作動方法であって、
　前記医療装置が、呼吸の自律的な制御が損なわれた対象の呼吸を示すセンサ信号をセン
サから受信する段階であって、前記センサは、心臓活動を示すセンサ信号を生成するべく
適合されたセンサ、高速応答温度センサ、心電図（ＥＣＧ）モニタ、少なくとも１つの筋
電図検査（ＥＭＧ）電極、脳波図（ＥＥＧ）モニタ、血液ガス濃度センサ、光電センサ、
パルスオキシメータ、光電脈波センサ、カプノメータ、レーザ・ドップラーセンサからな
るグループから選択される、段階と、
　前記医療装置が、継続的に、前記センサ信号に応答して、前記対象に前記呼吸のパラメ
ータを無意識に変更させる出力信号を生成する段階と、
　を有する方法。
【請求項１０６】
　前記出力信号を生成する段階は、前記呼吸とわずかに位相がずれた前記出力信号を生成
する段階を有している請求項１０５記載の方法。
【請求項１０７】
　前記センサ信号を受信する段階は、前記対象が睡眠中である場合に前記センサ信号を受
信する段階を有している請求項１０５記載の方法。
【請求項１０８】
　医療装置の作動方法であって、
　前記医療装置が、ユーザーの自発的な生体リズム的動作を示す自発的な生理的変数を計
測し、これに応答して、センサ信号を生成する段階と、
　前記医療装置が、前記センサ信号を受信する段階と、
　前記医療装置が、前記自発的動作の時間に伴う変動のレベルを判定する段階と、
　前記医療装置が、継続的に、前記変動の前記レベルに応答して、出力信号を生成する段
階と、
　を有する方法。
【請求項１０９】
　前記自発的な生理的変数を計測する段階は、前記ユーザーの呼吸を計測する段階を有し
ている請求項１０８記載の方法。
【請求項１１０】
　前記時間に伴う前記変動の前記レベルを判定する段階は、前記信号のエンベロープの時
間に伴う変動のレベルを判定する段階を有している請求項１０８記載の方法。
【請求項１１１】
　前記時間に伴う前記変動の前記レベルを判定する段階は、前記信号の振幅の時間に伴う
変動のレベルを判定する段階を有している請求項１０８記載の方法。
【請求項１１２】
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　前記時間に伴う前記変動の前記レベルを判定する段階は、前記信号の周期と前記信号の
速度の少なくとも１つの時間に伴う変動のレベルを判定する段階を有している請求項１０
８記載の方法。
【請求項１１３】
　医療装置の作動方法であって、
　プレチスモグラフィーを使用して、被験者の呼吸を示すセンサ信号を生成する段階と、
　前記医療装置が、前記センサ信号を受信する段階と、
　前記医療装置が、前記信号の時間に伴う変動のレベルを判定する段階と、
　前記医療装置が、継続的に、前記変動の前記レベルに応答として、出力信号を生成する
段階と、
　を有する方法。
【請求項１１４】
　前記時間に伴う前記変動の前記レベルを判定する段階は、前記信号のエンベロープの時
間に伴う変動のレベルを判定する段階を有している請求項１１３記載の方法。
【請求項１１５】
　前記時間に伴う前記変動の前記レベルを判定する段階は、前記信号の振幅の時間に伴う
変動のレベルを判定する段階を有している請求項１１３記載の方法。
【請求項１１６】
　前記時間に伴う前記変動の前記レベルを判定する段階は、前記信号の周期と前記信号の
速度の少なくともいずれかの時間に伴う変動のレベルを判定する段階を有している請求項
１１３記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、医療用の装置に関し、更に詳しくは、ユーザーの生理的変数に関す
るフィードバックをユーザーに対して提供する治療及び診断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザーの生理的変数を計測した後に、この変数を変更するべく、ユーザーにフィード
バックを提供する装置については、当技術分野において周知である。Ｇａｖｉｓｈに付与
された米国特許第５，０７６，２８１号、第５，８００，３３７号、及び第６，０９０，
０３７号は、ユーザーの１つ又は複数の変数を計測することによって、生体リズム的活動
を変更する方法及び装置について記述している（この内容は、本引用によって本明細書に
包含される）。これらの特許は、監視対象の生体リズム的活動に対して所定の方式で関連
付けられた方式でユーザーの生体リズム的活動を変更するべく、ユーザーに対して提供さ
れる刺激の生成法について記述している。
【０００３】
　Ｇａｖｉｓｈに付与された米国特許第５，４２３，３２８号は、呼吸を監視するストレ
ス検出装置と、特に、呼吸の結果生成されるユーザーの胸部又は腹部の外周の変化を検出
及び監視する方法について記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含さ
れる）。Ｇａｖｉｓｈに付与された米国特許第４，５８０，５７４号は、生体組織の特性
を非侵襲的に監視する方法について記述している（この内容は、本引用によって本明細書
に包含される）。
【０００４】
　Ｇａｖｉｓｈに付与された米国特許第６，０９０，０３７号は、ユーザーの生体リズム
的活動を監視すると共に、ユーザーが自発的に応答した場合に、生体リズム的活動の変化
をもたらすべく、監視対象の生体リズム的活動に似てはいるが異なっている刺激パターン
をユーザーに提供することによって、リズミカルな身体的活動を変更する技法について記
述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。
【０００５】
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　Ｇａｖｉｓｈ他に付与されたＰＣＴ特許出願公開第０１／０２０４９号は、ユーザーの
自発的な動作を示す第１の生理的変数を計測するべく適合された第１センサと、完全には
ユーザーの直接的な自発的制御下にない第２の生理的変数を計測するべく適合された第２
センサと、これら第１及び第２センサからの個別の第１及び第２センサ信号を受信し、こ
れに応答して、自発的動作のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を生成
するべく適合された回路と、を含むユーザーの健康の改善を促進する技法について記述し
ている（本特許は、本特許出願の譲受人に譲渡されており、この内容は、本引用によって
本明細書に包含される）。又、このＰＣＴ特許出願公開第０１／０２０４９号は、ローカ
ルサイトに位置し、このサイトに位置するユーザーに対して介入を実行し、ユーザーに装
着された１つ又は複数のセンサからユーザーの生理的状態を示す１つ又は複数の入力信号
を受信するローカル演算装置を有する介入型の診断システムについても記述している。記
述されている好適な一実施例には、１つのセンサを使用して呼吸動作を監視する段階と、
第２センサによって計測される血液の酸素化を最適化するべく、呼吸パターンを変更する
ようにユーザーを案内する段階と、が含まれている。
【０００６】
　Ｂ．Ｇａｖｉｓｈによる「Ｒｅｐｅａｔｅｄ　ｂｌｏｏｄ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ　ｍｅａ
ｓｕｒｅｍｅｎｔｓ　ｍａｙ　ｐｒｏｂｅ　ｄｉｒｅｃｔｌｙ　ａｎ　ａｒｔｅｒｉａｌ
　ｐｒｏｐｅｒｔｙ」という名称の論文要録（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ
　Ｈｙｐｅｒｔｅｎｓｉｏｎ（２０００年４月、１３（４）、第２部、１９０Ａ））は、
複数の心臓収縮及び心臓拡張の血圧計測値を関連付けるラインの傾きが生理的に有意なパ
ラメータであると提案している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。
【０００７】
　Ｄ．Ｒ．Ｂｅｇａｕｌｔによる「Ｃｈａｌｌｅｎｇｅｓ　ｆａｃｉｎｇ　３－Ｄ　ａｕ
ｄｉｏ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｓｉｇｎ　ｆｏｒ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ」という名称の
文献（Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｃｏｕｓｔｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　
Ａｍｅｒｉｃａ（１９９９）、Ｊ１０５：１３５７）は、聴取者が三次元で音源の方向を
知覚可能な３Ｄ音響の生成と心理生理的な意味について記述している（この内容は、本引
用によって本明細書に包含される）。Ｗｅｎｚｅｌ他による「Ｌｏｃａｌｉｚａｔｉｏｎ
　ｕｓｉｎｇ　ｎｏｎｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｉｚｅｄ　ｈｅａｄ－ｒｅｌａｔｅｄ　ｔｒ
ａｎｓｆｅｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ」という別の文献（Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　
Ａｃｏｕｓｔｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ（１９９３年７月）、９
４（１）、２２２～２３４頁）は、聴取者が３Ｄ方向を知覚可能な３Ｄ音響の合成と、仮
想音源の定位について記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される
）。更には、ＮＡＳＡ／Ａｍｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｃｅｎｔｅｒによって配布されて
いる「Ｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　３Ｄ　ａｕｄｉｔｏｒｙ　ｄｉｓｐｌａｙ」
という名称のカセットによれば、聴取者は、通常のカセットプレーヤと標準的なイヤホー
ンを使用して三次元効果を経験することができる。
【０００８】
　興味深いその他の記事には、次のものが含まれる（これらの内容は、本引用によって本
明細書に包含される）。
【０００９】
　（ａ）Ｃｏｏｋｅ他による「Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｂｒｅａｔｈｉｎｇ　ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌｓ　ｐｒｏｂｅ　ｈｕｍａｎ　ａｕｔｏｎｏｍｉｃ　ｃａｒｄｉｏｖａｓｃｕｌａ
ｒ　ｒｈｙｔｈｍｓ」（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇ
ｙ、（１９９８）、２７４：Ｈ７０９～Ｈ７１８）という名称の文献
　（ｂ）Ｐｉｔｚａｌｉｓ他による「Ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ　ｒ
ａｔｅ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｒｅｌａｔｉｏｎ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ＲＲ　ｉｎｔｅｒｖａｌ　
ａｎｄ　ｓｙｓｔｏｌｉｃ　ｂｌｏｏｄ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ　ｆｌｕｃｔｕａｔｉｏｎｓ
：　ａ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｐｈｅｎｏｍｅｍｏｎ」（Ｃａｒｄ
ｉｏｖａｓｃｕｌａｒ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ（１９９８）、３８：３３２～３３９）という
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名称の文献
　（ｃ）Ｂｅｒｎａｒｄｉ他による「Ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｂｒｅａｔｈｉｎｇ　ｒａｔ
ｅ　ｏｎ　ｏｘｙｇｅｎ　ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｅｘｅｒｃｉｓｅ　ｐｅｒｆ
ｏｒｍａｎｃｅ　ｉｎ　ｃｈｒｏｎｉｃ　ｈｅａｒｔ　ｆａｉｌｕｒｅ」（Ｔｈｅ　Ｌａ
ｎｃｅｔ（１９９８年５月２日）；３５１：１３０８～１３１１）という名称の文献
　（ｄ）Ｍｏｒｔａｒａ他による「Ａｂｎｏｒｍａｌ　ａｗａｋｅ　ｒｅｓｐｉｒａｔｏ
ｒｙ　ｐａｔｔｅｒｎｓ　ａｒｅ　ｃｏｍｍｏｎ　ｉｎ　ｃｈｒｏｎｉｃ　ｈｅａｒｔ　
ｆａｉｌｕｒｅ　ａｎｄ　ｍａｙ　ｐｒｅｖｅｎｔ　ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａｕ
ｔｏｎｏｍｉｃ　ｔｏｎｅ　ｂｙ　ｍｅａｓｕｒｅｓ　ｏｆ　ｈｅａｒｔ　ｒａｔｅ　ｖ
ａｒｉａｂｉｌｉｔｙ」（Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ（１９９７年７月１日）；９６：２４
６～２５２）という名称の文献
　（ｅ）Ｌａ　Ｒｏｖｅｒｅ他による「Ｂａｒｏｒｅｆｌｅｘ　ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｙ
　ａｎｄ　ｈｅａｒｔ－ｒａｔｅ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｔｙ　ｉｎ　ｐｒｅｄｉｃｔｉｏ
ｎ　ｏｆ　ｔｏｔａｌ　ｃａｒｄｉａｃ　ｍｏｒｔａｌｉｔｙ　ａｆｔｅｒ　ｍｙｏｃａ
ｒｄｉａｌ　ｉｎｆａｒｃｔｉｏｎ」（Ｔｈｅ　Ｌａｎｃｅｔ（１９９８年２月１４日）
；３５１：４７８～４８４）という名称の文献
　（ｆ）Ｇｉｍｏｎｄｏ及びＭｉｒｋによる「Ａ　ｎｅｗ　ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　ｅｖ
ａｌｕａｔｉｎｇ　ｓｍａｌｌ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌ　ｍｏｔｉｌｉｔｙ　ｕｓｉｎｇ
　ｄｕｐｌｅｘ　Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｏｎｏｇｒａｐｈｙ」（ＡＪＲ　Ａｍｅｒｉｃａｎ
　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｒｏｅｎｔｇｅｎｏｌｏｇｙ（１９９７年１月）；１６８（１
）：１８７～１９２）という名称の文献
【００１０】
　少なくとも部分的に遠隔操作される装置についても当技術分野においては周知である。
Ｇｅｓｓｍａｎに付与された米国特許第４，１０２，３３２号は、電話による遠隔蘇生の
ための装置について記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）
。この装置は、心臓病の症状の既知の履歴を有するユーザーが携行する心電計と除細動器
を含んでおり、これを使用することによって、重篤な心臓病の症状を診断し治療すること
ができる。診断と治療を円滑に実行するべく、この装置は、電話回線に接続可能であり、
この結果、遠隔地に位置している医師が診断を行い、治療を実行可能である。
【００１１】
　Ｓｃｈｗｅｉｚｅｒに付与された米国特許第４，１９５，６２６号は、リズミカルなパ
ターンに従って、可聴、可視、電気的、又は触覚的な刺激を対象に適用するバイオフィー
ドバックチャンバについて記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含さ
れる）。対象の反応を計測並びに分析し、これを使用して刺激を制御している。
【００１２】
　Ｍｏｒｇａｎに付与された米国特許第５，７８２，８７８号は、外部除細動器、除細動
器通信装置、及び通信ネットワークを含むシステムについて記述している（この内容は、
本引用によって本明細書に包含される）。細動を除去するべく、患者と通信ステーション
間において情報をやり取りしている。
【００１３】
　Ｅｓｔｅｓに付与された米国特許第５，７９４，６１５号は、鬱血性心不全の治療シス
テムについて記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。この
特許は、呼吸サイクル内の２つのフェーズにおいて患者に供給される加圧ガスの流量の独
立的な制御について記述している。このシステムにおいては、患者の流量の推定値を判定
するフローセンサから提供されたフォードバックに応答する完全な自動化が可能である。
【００１４】
　Ｂｒｏｗｎに付与された米国特許５，６７８，５７１号は、患者の身体的状態を治療す
る方法について記述しており、この方法は、その身体的状態を治療するための心理的な方
策を選択する段階と、これに続いて対話型ビデオゲームの電子的命令をエンコードする段
階と、を有している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。このゲーム
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は、その心理的な方策を実装し、その電子的命令を、ビデオゲームを表示するディスプレ
イを具備したマイクロプロセッサに基づいたユニット内に読み込む。このゲームには、患
者の身体的状態を定量的に分析するスコアリング命令、カウンセリング命令、及びセルフ
ケア命令が含まれている。このビデオゲームは、マイクロプロセッサに基づいたユニット
に接続された生理的変数の計測装置との関連で使用可能である。
【００１５】
　Ｂｒｏに付与された米国特許第５，５９６，９９４号は、医師、カウンセラー、又はト
レーナが、一連の動機付けメッセージ及び／又は質問を生成して、患者に送信し、特定の
行動上の問題を変更又は強化できるようにする自動化された対話型の積極的動機付けシス
テムについて記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。
【００１６】
　Ｌａｃｈｍａｎｎ他に付与された米国特許第５，７５２，５０９号は、患者に人工呼吸
を施すシステムについて記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含され
る）。この人工呼吸システムは、制御可能な吸気パルスを患者に供給するガス供給ユニッ
トと、循環系の機能に関係する少なくとも１つのパラメータを計測する血液ガス分析器な
どの監視ユニットと、計測した循環系パラメータに基づいて、吸気パルスの最適なピーク
吸気圧力と圧力振幅を判定する制御ユニットと、を具備している。
【００１７】
　静電容量を評価する呼吸監視装置については、Ｄｉｅｔｓに付与された米国特許第５，
４８５，８５０号、Ｈａｒｄｗａｙ他に付与された米国特許第４，０３３，３３２号、Ｄ
ｏｕｇｌａｓに付与された米国特許第４，３８１，７８８号、Ｄｉａｍｏｎｄに付与され
た第４，４７４，１８５号、並びに米国特許第５，３６７，２９２号、第５，０７０，３
２１号、及び第５，０５２，４００号に記述されており、これらの内容は、本引用によっ
て本明細書に包含される。
【００１８】
　Ｃｈｅｎ他に付与された米国特許第５，６９０，６９１号は、携帯型又は移植可能型の
胃のペースメーカーについて記述しており、これは、胃腸（ＧＩ）管を通じた物質の蠕動
運動を整えるための電気刺激を供給するべく、ＧＩ管の器官上に配置される複数の電極を
含んでいる（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。
【００１９】
　米国特許第５，５９０，２８２号及び第４，５２６，０７８号は、コンピュータに音楽
を作曲させる技法について記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含さ
れる）。
【００２０】
　Ｋｎｉｓｐｅｌ他に付与された米国特許第４，８８３，０６７号は、対象物の様々な心
理的及び生理的状態を誘発して制御するべく、患者の脳電図を音楽に変換する方法につい
て記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。
【００２１】
　Ｙａｇｉに付与された米国特許第４，７９８，５３８号は、腹部呼吸のトレーニングシ
ステムについて記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。腹
部に装着されたセンサによって人間の腹部呼吸の状態を計測し、検出した呼吸パターンを
理想的な呼吸パターンと比較している。
【００２２】
　Ｌｉｃｈｔｅｒ他に付与された米国特許第５，８２７，１７９号は、１つ又は複数の生
物学的データセンサからの生物学的データを入力及び処理すると共に、その他のリアルタ
イム生物学的データ処理ＰＣカードと相互交換できるように適合されたリアルタイム生物
学的データ処理ＰＣカードについて記述している（この内容は、本引用によって本明細書
に包含される）。
【００２３】
　Ｂｒａｕｎ他に付与された米国特許第６，０５０，９４０号は、様々な医療及びその他
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のアナログデータ収集アプリケーション用の強力なデータオプジェクト指向のプログラミ
ング機能と設定機能を有する広範な生理的データの収集を実行する汎用で安価なシステム
について記述している（この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。
【００２４】
　ＤｅＶｉｔｏに付与された米国特許第６，００１，０６５号は、システムを制御するべ
く、脳電図（ＥＥG）及び筋電図（ＥＭＧ）信号などの生物電気的信号を計測し、リアル
タイムＦＦＴ分析を実行する技法について記述している（この内容は、本引用によって本
明細書に包含される）。又、ビデオゲーム、映画、音楽、仮想現実、及びコンピュータア
ニメーションなどの様々な電子的メディアとの受動的又は能動的なやり取りについても記
述している。
【００２５】
　ＣＨＦを含むいくつかの心血管疾患及びＣＯＰＤを含む肺疾患の場合には、呼吸パター
ンが不規則性を呈する。これらの不規則性は、これらの疾患に関係する死亡率及び罹患率
に関する周知のマーカーである。代表的な不規則性には、Ｃｈｅｙｎｅ－Ｓｔｏｋｅｓ呼
吸（過呼吸と中枢性無呼吸が交互に発生する症状の反復的な出現）、分当たり約１回の速
度で振幅が変化する呼吸（周期的な呼吸）、ため息の反復、及びランダムな振幅及び周期
を有する呼吸が含まれる。呼吸パターンの不規則性の減少は、健康状態の改善を示してい
る。又、器官に対する血液供給の変動を極小化するべく血液の圧力と量を制御する心血管
反射（ホメオスタシス）における障害も、心血管及び心身的な疾患の場合には、臨床的に
重要である。
【発明の開示】
【００２６】
　本発明のいくつかの実施例においては、生体リズム的活動の有益な変更のための装置は
、ユーザーに適用して、ユーザーの生体リズム的活動を示すセンサ信号を生成するべく適
合された制御ユニットと、少なくとも１つの生理的センサと、を有している。制御ユニッ
トは、センサ信号を受信して分析し、この分析結果に応答して、通常は出力信号を生成す
ることによって、ユーザーに対する介入を実行するべく適合されている。分析は、通常、
センサ信号内において、第１及び第２特徴を識別する段階を含んでいる。第１特徴は、ユ
ーザーの自発的動作を示しており、通常、これは、ユーザーの生体リズム的活動の一側面
である。一方、第２特徴は、その改善が望ましく、且つ、通常は、それに対して大部分の
人間が自発的な制御を作用させていないユーザーの生理的変数を示している（本特許出願
及び請求項においては、これに対して「利益関連変数」という用語を使用している）。そ
して、出力信号が、この利益関連変数を改善するべく、自発的動作のパラメータを変更す
るようにユーザーを促す。
【００２７】
　代表的な使用セッションにおいては、この装置は、生体リズム的活動を継続的に検知し
て、第１及び第２特徴を識別し、この特徴の分析結果に応答して、介入の内容を変更する
。ユーザーは、通常、一定の期間（一般に、数日、数ヶ月、数年）にわたって複数のセッ
ションにおいて装置を使用する。それぞれのセッションの長さは、通常、約１０～約２０
分である（最も一般的には、約１５分である）。
【００２８】
　本発明のいくつかの実施例においては、ユーザーの自発的動作は、呼吸であり、自発的
動作の変更可能パラメータには、呼吸の１つ又は複数のタイミングパラメータが含まれて
いる。出力信号は、通常、１つ又は複数の所定の基準に従って、装置が分析結果に応答し
て生成する音響パターン及び／又は動的なグラフィックパターンなどのわかりやすい刺激
から構成されている。この刺激は、通常、例えば、新しい呼吸パターンを開始するべくユ
ーザーを訓練することによって、ユーザーの呼吸を変更することを目的としている。例え
ば、出力信号は、呼気に対する吸気の比率を低減するべく、吸気と呼気のタイミングを変
更するようにユーザーを促すことができる。いくつかの介入においては、例えば、通常、
介入前の１：１又は１：２のレベルから、通常、１：４に、この比率を低減することが望
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ましい。又、いくつかのアプリケーションにおいては、利益関連変数は、呼吸の振幅（又
は、周波数）である。
【００２９】
　この装置を日常的に使用することにより、疾患に関係する呼吸の不規則性に対してユー
ザーが有している自発的な制御のレベルを向上させることができる（例：本発明の背景に
関する節において説明したもの）。従って、このような日常的な使用は、いくつかの身体
的な状態に関連する死亡率と罹患率を低減するのに有益である。本装置の使用は、例えば
、次のような状態を治療するのに有益である。
【００３０】
・鬱血性心不全（Ｃｏｇｅｓｔｉｖｅ　Ｈｅａｒｔ　Ｆａｉｌｕｒｅ：ＣＨＦ）を含むい
くつかの心血管疾患
・慢性閉塞性肺疾患（Ｃｈｒｏｎｉｃ　Ｏｂｓｔｒｕｃｔｉｖｅ　Ｐｕｌｍｏｎａｒｙ　
Ｄｉｓｅａｓｅ：ＣＯＰＤ）を含むいくつかの肺疾患
・パニック障害などのいくつかの神経疾患
・高血圧
・子供などの多動
【００３１】
　本発明のいくつかの実施例においては、この装置は、第１及び第２センサを有しており
、これらは、第１センサ信号と第２センサ信号を個別に生成する。そして、第１及び／又
は第２センサ信号から第１特徴が導出され、第１及び第２センサ信号の両方から第２特徴
が導出される。いくつかのアプリケーションにおいては、第１及び第２センサは、腹部呼
吸と胸部呼吸を個々に監視する別個の呼吸センサから構成されている。これらのアプリケ
ーションにおいては、ユーザーの自発的動作は、呼吸であり、自発的動作の変更可能パラ
メータには、通常、呼吸の１つ又は複数のタイミングパラメータが含まれている。利益関
連変数は、(ａ）腹部呼吸と胸部呼吸間における位相差（介入は、これを変更するべく試
みる）、（ｂ）胸部呼吸振幅に対する腹部呼吸振幅の比率（介入は、これを向上させるべ
く試みる）、又は（ｃ）（ａ）と（ｂ）の組み合わせ、である。例えば、ＣＨＦ及びＣＯ
ＰＤの場合には、しばしば、腹筋が、機能の低下を呈し、これは、胸部呼吸振幅に対する
腹部呼吸振幅の比率の低減として表れる。介入によって、この比率を向上させるべく試み
ることにより、これらの状態の諸側面に対して肯定的な影響を及ぼすことができる。
【００３２】
　本発明のいくつかの実施例においては、この装置は、心血管反射を計測するべく適合さ
れた複数のセンサを有している。これらのセンサは、複数のセンサ信号を生成し、これか
ら第１及び第２特徴が導出される。例えば、心拍数の呼吸による変化及び／又はプレチス
モグラフィーを使用して計測した皮膚血量の変化を検出することにより、圧受容体反射感
受性を非侵襲的に監視可能である。これらのアプリケーションにおいては、ユーザーの自
発的動作は、呼吸であり、自発的動作の変更可能パラメータには、通常、呼吸の１つ又は
複数のタイミングパラメータが含まれている。利益関連変数は、通常、圧受容体反射感受
性の尺度であり、これは、通常、センサ信号の中の１つのものの２つの側面（例：時間周
期と信号振幅）間における相互相関として表現される。
【００３３】
　本発明のいくつかの実施例においては、第１及び第２特徴を同時に監視している。その
他の実施例においては、第１及び第２特徴の監視は、同時には実行されない。例えば、こ
の装置は、第１動作フェーズにおいて、第２特徴の値のベースライン計測値を記録するこ
とが可能であり、この計測値は、この装置が生成する介入を経験する以前のユーザーの生
理的状態の診断用の標識である。そして、この装置は、第２動作フェーズにおいて、この
ベースライン計測値に応答して、介入を実行することになる。
【００３４】
　本発明のいくつかの実施例においては、この装置は、第１及び第２センサを有している
。第１センサは、生体リズム的活動を表す第１センサ信号を生成し、これから第１特徴が
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導出される。第２センサは、第２センサ信号を生成し、これから第２特徴が導出される。
【００３５】
　通常、本装置は、時間に伴って生成されたセンサ信号と分析済みの特徴をデータロガー
内に保存するが（これを「保存データ」と呼ぶ）、このデータロガーは、通常、電子的な
メモリ及び／又は永久的なストレージ媒体から構成されている。相互交換可能な「スマー
トカード」などのデータロガーを任意選択によって使用すれば、複数のユーザーが装置を
使用し、それぞれが自分自身の保存データを保持することができる。
【００３６】
　いくつかのアプリケーションにおいては、この装置は、診断モードにおいて動作するべ
く構成されており、この場合には、装置は介入を実行しない。このモードにおいては、本
装置は、後から分析するべく、保存データをデータロガー内に保存することになる。
【００３７】
　データロガーは、通常、本装置の複数の使用セッションの保存データを保持している。
保存データには、以前のセッションから算出された傾向を含むことが可能であり、本装置
は、オペレータの指示に従って、保存データを英数字で（又は、グラフィックで）表示可
能である。この保存データにより、本装置の日常的な（又は、反復された）使用の成否を
評価することができる。又、ユーザーに支援とフィードバックを提供するべく、保存デー
タのいくつかの側面（これには、本装置の現在及び過去の使用状況が含まれる）を表示す
ることも可能である。例えば、この表示データにより、介入の際に（又は、ユーザーが本
装置を使用していない際に）、生体リズム的活動に対して望ましい変更を実行するように
ユーザーを促すことができる。
【００３８】
　本発明のいくつかの実施例においては、センサ信号内において識別される（又は、別個
の健康状態センサから受信される）第３特徴から、１つ又は複数の健康状態パラメータを
導出している。これらのパラメータは、望ましくない影響を回避するべく所定の限度内に
維持することが望ましい生理的変数と関連付けられている。このようなパラメータの例に
は、呼吸数（これは、過換気を回避するべく監視する必要がある）、心拍数（これは、わ
ずかな影響によっても、重度の心不全を有する患者に心悸亢進が発生してしまう場合に、
本システムの使用を防止するべく監視する必要がある）、体重、身長、年齢、ＥＣＧ、及
び血圧が含まれる。例えば、呼気対吸気比率を低減するための介入においては、呼吸の振
幅などの健康状態パラメータを介入の利益を表すインジケータとして解釈している。そし
て、このパラメータが特定の閾値（例：休息状態の呼吸振幅の約３倍を上回る呼吸振幅）
を超過又は上回った場合には、このパラメータが再度閾値を下回るまで、吸気対呼気比率
の変化を引き起こす出力信号の後続の変化を遅延させる。
【００３９】
　本明細書に記述されている技法は、Ｇａｖｉｓｈ他による「Ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｖｅ
－ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ　ｄｅｖｉｃｅ」という名称の２０００年７月２０日付けで出願
された米国特許出願第０９／６１１，３０４号（並びに、ＰＣＴ特許出願公開第０１／０
２０４９号）に記述されている技法（これには、この中に記述されている遠隔仲介型の技
法が含まれる）との関連で使用可能である（これらの特許出願は、本特許出願の譲受人に
譲渡されており、この内容は、本引用によって本明細書に包含される）。例えば、オペレ
ータの指示に従って、保存データを更なる処理のためにローカル又はリモートサイトにダ
ウンロードすると共に／又は、これを使用して、本装置の日常的な使用における遵守状況
、実行状況、及び／又は結果をチェックするべく健康管理プロバイダが使用する報告書を
生成可能である。
【００４０】
　いくつかのアプリケーションにおいては、音声又はオーディオビジュアルメッセージに
より、ユーザーに対するオンライン又はオフラインフィードバックのいくつかを供給して
いる。このようなフィードバックには、例えば、使用法の誤り及び推奨する訂正動作、必
要に応じた介入と同期したガイダンス、警告メッセージ、並びに／或いは、遵守状況及び
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／又は実行状況データの要約を含むことができる。
【００４１】
　「診断」とは、本開示及び添付の請求項においては、ユーザーの１つ又は複数の生理的
変数に応答して評価を生成することであると理解されたい。この評価は、介入を実行する
前、最中、及び／又は後で生成可能である。例えば、介入前の評価を、治療中及び／又は
治療後の評価と比較することによって、ユーザーの呼吸パターンの規則性における長期的
な変動を判定することができる。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、介入の
際に生成される評価を使用することにより、ユーザーの反射系の現在の状態を監視するこ
とも可能である。更には、この代わりに（又は、これに加えて）、通常、介入前の評価と
介入後の評価を比較することにより、計測可能な症状の改善を計測することができる。い
くつかのアプリケーションにおいては、本装置は、治療の重要な利益を計測できるように
するべく、第２特徴の治療後の計測値を記録している（例：エクササイズの前と比較した
エクササイズ後の呼吸の規則性における変化）。例えば、これを使用することにより、呼
吸困難（息切れ）を改善するための治療の成否を示すことができる（これは、ＣＨＦ及び
ＣＯＰＤの治療における有益な治療行為である）。
【００４２】
　「ユーザー」とは、本開示及び添付の請求項においては、生体リズム的活動を監視する
対象の人間のことであり、一方、「オペレータ」とは、診断書や報告書を作成したり、装
置の使用の際にユーザーをガイドするべく、例えば、遠隔施設において（又は、装置イン
ターフェイスを介して、オフラインで）装置を設定すると共に／又は保存データを管理す
るユーザー、又はユーザー以外の人間（例：医療従事者）であるものとして理解されたい
。
【００４３】
　従って、本発明の一実施例によれば、装置が提供され、この装置は、この装置のユーザ
ーの生体リズム的活動を示すセンサ信号を生成するべく適合されたセンサであって、この
センサ信号は、ユーザーの自発的動作を示す第１特徴と、ユーザーの利益関連変数を示す
第２特徴を具備している、センサと；このセンサ信号を受信し、第２特徴に応答して、第
１特徴によって示されている自発的動作のパラメータを変更するようにユーザーを促す出
力信号を生成するべく適合された制御ユニットと；を含んでいる。
【００４４】
　一実施例においては、制御ユニットは、センサ信号内において、第１及び第２特徴を識
別するべく適合されている。一実施例においては、この制御ユニットは、第１特徴及び第
２特徴に応答して、出力信号を生成するべく適合されている。
【００４５】
　一実施例においては、制御ユニットは、ユーザーが望ましい程度にパラメータを変更し
たことを示す第１特徴の一側面を識別し、第１センサ信号のこの側面の識別に応答して、
自発的動作のパラメータを更に変更するようにユーザーを促すために、新しい出力信号を
生成するべく適合されている。
【００４６】
　第１特徴は、センサ信号の一側面の周期、センサ信号の一側面の速度、センサ信号の一
側面の立ち上がり時間、センサ信号の一側面の立ち下がり時間、センサ信号の一側面の一
点における時間微分、時間微分の最大値、時間微分の最小値、一側面の複数の生体リズム
的サイクルにわたって平均されたセンサ信号のその側面の最大値の振幅、及び一側面の複
数のサイクルにわたって平均されたセンサ信号のその側面の最小値の振幅から構成された
リストから選択可能であり、センサは、この第１特徴を具備するセンサ信号を生成するべ
く適合されている。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、第１特徴は、センサ
信号の一側面の２点間の時間差を含んでおり、これらの２点は、その生体リズム的活動の
単一サイクルを特徴付けている。更には、この代わりに（又は、これに加えて）、第１特
徴は、センサ信号の一側面の２点間における信号値の差を含んでおり、これらの２点は、
その生体リズム的活動の単一のサイクルを特徴付けている。
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【００４７】
　第２特徴は、生体リズム的活動の一側面の変化度（ｖａｒｉａｂｉｌｉｔｙ）を含むこ
とが可能であり、この側面は、生体リズム的活動のエンベロープ、生体リズム的活動の振
幅、生体リズム的活動の周期、エンベロープの標準偏差（ＳＤ）、振幅のＳＤ、及び周期
のＳＤから構成されるリストから選択され、この場合に、制御ユニットは、その側面の変
化度に応答して、出力信号を生成するべく適合されている。
【００４８】
　一実施例においては、この装置は、ユーザーの健康状態パラメータを示す健康状態信号
を生成するべく適合されており、この健康状態パラメータは、ユーザーの健康の状態を表
し、制御ユニットは、この健康状態信号を受信し、健康状態パラメータが閾値を超過して
いるかどうかを判定するべく適合されている。
【００４９】
　一実施例においては、制御ユニットは、メモリを含んでおり、制御ユニットは、制御ユ
ニットが出力信号の生成を保留している第１期間にわたって生成された第２特徴の値をメ
モリ内に保存すると共に、第１期間の終了後の第２期間において、この第２特徴の保存値
に応答して、出力信号を生成するべく適合されている。
【００５０】
　一実施例においては、制御ユニットは、ゲームの形態で出力信号を生成し、自発的動作
のパラメータを変更するべくユーザーを促すように、ゲームのパラメータを変更するべく
適合されている。
【００５１】
　いくつかのアプリケーションにおいては、生体リズム的活動は、ユーザーの筋肉の活動
を含んでおり、センサは、筋肉の活動を示すセンサ信号を生成するべく適合されている。
或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、生体リズム的活動は、心臓の活動を含ん
でおり、センサは、心臓の活動を示すセンサ信号を生成するべく適合されている。
【００５２】
　一実施例において、センサは、ベルトに結合するべく適合されており、このベルトは、
ユーザーの胴の周りに装着するべく適合されている。
【００５３】
　センサは、高速応答温度センサ、心電図（ＥＣＧ）モニタ、少なくとも１つの筋電図（
ＥＭＧ）電極、脳電図（ＥＥＧ）モニタ、血液ガス濃度センサ、光電センサ、フォトプレ
チスモグラフィックセンサ、パルスオキシメータ、及びレーザードップラセンサから構成
されたリストから選択可能である。
【００５４】
　又、センサは、ユーザーの組織から放出されるガスの濃度を検知するべく適合すること
も可能である。一実施例においては、センサは、ユーザーの少なくとも１つの器官の電気
インピーダンスを検知するべく適合された電気インピーダンスセンサを含んでいる。
【００５５】
　一実施例においては、制御ユニットは、利益関連変数を改善するべく、自発的動作のパ
ラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を構成するべく適合されている。いく
つかのアプリケーションにおいては、利益関連変数は、ユーザーの呼吸の振幅であり、制
御ユニットは、呼吸の振幅を改善するために、自発的動作のパラメータを変更するように
ユーザーを促す出力信号を構成するべく適合されている。或いは、この代わりに、利益関
連変数は、ユーザーの圧受容体反射感受性の尺度であり、制御ユニットは、この圧受容体
反射感受性の尺度を改善するために、自発的動作のパラメータを変更するようにユーザー
を促す出力信号を構成するべく適合されている。
【００５６】
　一実施例においては、利益関連変数は、ユーザーの呼吸の周波数、ユーザーの血圧、ユ
ーザーの血液酸素化飽和、ユーザーの終末呼気ＣＯ２レベル、ユーザーの組織酸素化レベ
ル、ユーザーの脈波速度、ユーザーの皮膚血量の変動、ユーザーのピーク気流の尺度、ユ
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ーザーの皮膚パルスボリューム（ｓｋｉｎ　ｐｕｌｓｅ　ｖｏｌｕｍｅ）の振幅、ユーザ
ーの動脈コンプライアンス、及びユーザーの心電図のパラメータから構成されたリストか
ら選択され、制御ユニットは、利益関連変数を改善するために、自発的動作のパラメータ
を変更するようにユーザーを促す出力信号を構成するべく適合されている。
【００５７】
　一実施例においては、制御ユニットは、ユーザーの心血管疾患を治療するべく、利益関
連変数を改善するために、自発的動作のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力
信号を構成するべく適合されている。
【００５８】
　一実施例においては、制御ユニットは、ユーザーの肺疾患を治療するべく、利益関連変
数を改善するために、自発的動作のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号
を構成するべく適合されている。
【００５９】
　一実施例においては、制御ユニットは、神経疾患、高血圧、及び多動から構成されたリ
ストから選択されるユーザーの状態を治療するべく、利益関連変数を改善するために、自
発的活動のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を構成するべく適合され
ている。
【００６０】
　一実施例においては、出力信号は、わかりやすい刺激を含んでおり、制御ユニットは、
自発的活動のパラメータを変更するべくユーザーを促すように、わかりやすい刺激を生成
するべく適合されている。このわかりやすい刺激には、画像、英数字テキスト、音響、音
響パターン、及び動的なグラフィックパターンから構成されたリストから選択される少な
くとも１つの刺激を含むことが可能であり、制御ユニットは、自発的活動のパラメータを
変更するべくユーザーを促すように、刺激を生成するべく適合されている。一実施例にお
いては、この装置は、スピーカを含んでおり、わかりやすい刺激は、音楽を含み、制御ユ
ニットは、スピーカを駆動して音楽を生成するべく適合されており、これにより、自発的
動作のパラメータを変更するようにユーザーを促す。
【００６１】
　一実施例においては、センサは、ユーザーの健康状態パラメータを示す第３特徴を具備
するセンサ信号を生成するべく適合されており、この健康状態パラメータは、ユーザーの
健康の状態を表し、制御ユニットは、この健康状態パラメータが閾値を超過しているかど
うかを判定するべく適合されている。いくつかのアプリケーションにおいては、制御ユニ
ットは、第３特徴が閾値を超過しているという判定に応答して、出力信号の生成を保留す
るべく適合されている。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、制御ユニットは
、第３特徴が閾値を超過しているという判定に応答して、警報信号を生成するべく適合さ
れている。
【００６２】
　一実施例においては、生体リズム的活動は、呼吸を含んでおり、センサは、呼吸を示す
センサ信号を生成するべく適合されている。センサは、ユーザーの呼吸の気流を検知する
ことによって呼吸を検知するべく適合されたフローメータ、ユーザーの呼吸音を検知する
ことによって呼吸を検知するべく適合されたマイクロフォン、及びユーザーの呼吸の気流
を検知することによって呼吸を検知するべく適合された熱線（ｈｅａｔｅｄ　ｗｉｒｅ）
から構成されるリストから選択可能である。
【００６３】
　一実施例においては、自発的動作は、呼吸を含んでおり、制御ユニットは、呼吸のパラ
メータを変更するようにユーザーを促す出力信号を生成するべく適合されている。一実施
例においては、第１特徴は、吸気時間と呼気時間から選択された少なくとも１つの呼吸パ
ラメータを含んでおり、センサは、この第１特徴を具備するセンサ信号を生成するべく適
合されている。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、第１特徴は、ユーザーの
皮膚パルスボリューム（ｓｋｉｎ　ｐｕｌｓｅ　ｖｏｌｕｍｅ）の平均周波数を含んでお
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り、センサは、この第１特徴を具備するセンサ信号を生成するべく適合されている。更に
、この代わりに（又は、これに加えて）、第１特徴は、ユーザーの終末呼気ＣＯ２レベル
を含んでおり、センサは、この第１特徴を具備するセンサ信号を生成するべく適合されて
いる。
【００６４】
　一実施例においては、呼吸のパラメータは、呼吸の１つ又は複数のタイミングパラメー
タを含んでおり、制御ユニットは、この呼吸のタイミングパラメータを変更するようにユ
ーザーを促す出力信号を生成するべく適合されている。これらのタイミングパラメータは
、ユーザーの吸気と呼気のパターンを含むことが可能であり、この場合には、制御ユニッ
トは、このパターンを変更するようにユーザーを促す出力信号を生成するべく適合されて
いる。一実施例においては、制御ユニットは、呼気の期間に対する吸気の期間の比率を低
減するために、このパターンを変更するようにユーザーを促す出力信号を生成するべく適
合されている。
【００６５】
　一実施例においては、センサは、ユーザーの器官の特性の変化を検知するべく適合され
ており、この特性は、その器官の外周、その器官の容積、及びその器官の圧力から構成さ
れたリストから選択される。このセンサは、指プレチスモグラフ、圧力カフ、及び歪ゲー
ジから構成されたリストから選択可能である。
【００６６】
　一実施例においては、第１特徴は、ユーザーの自発的動作を示す複数の第１特徴を含ん
でおり、制御ユニットは、この複数の第１特徴間における少なくとも１つの関係に応答し
て出力信号を生成するべく適合されている。一実施例においては、制御ユニットは、周波
数ドメインにおける相互相関分析と時間ドメインにおける相互相関分析から選択された分
析技法を使用して、この関係を判定するべく適合されている。
【００６７】
　一実施例においては、第１特徴は、センサ信号内の複数のポイントによって定義される
複数のスペクトル成分間における関係を含んでいる。
【００６８】
　一実施例においては、第１特徴は、センサ信号内の複数のポイントによって定義される
少なくとも１つのスペクトル成分を含んでいる。このスペクトル成分は、センサ信号内の
ポイントの第１サブセットによって定義可能であり、このポイントの第１サブセットは、
このポイントの第１サブセットとは異なるセンサ信号内のポイントの第２サブセットの中
に位置しており、ポイントの第１サブセットは、共通特性を共有している。この共通特性
は、センサ信号の極大値と極小値から構成されたリストから選択可能である。
【００６９】
　本発明の一実施例によれば、装置が提供され、この装置は、この装置のユーザーの自発
的動作を示す自発的な生理的変数を計測し、これに応答して、自発的なセンサ信号を生成
するべく適合された第１センサと；ユーザーの呼吸の振幅を示す利益に関連する生理的変
数を計測し、これに応答して利益に関連するセンサ信号を生成するべく適合された第２セ
ンサと；自発的な及び利益に関連するセンサ信号を受信し、これに応答して、自発的動作
のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を生成するべく適合された制御ユ
ニットと；を含んでいる。
【００７０】
　一実施例においては、自発的な動作は、ユーザーの呼吸を含んでおり、制御ユニットは
、呼吸のパラメータを変更するようにユーザを促す出力信号を生成するべく適合されてい
る。
【００７１】
　一実施例においては、制御ユニットは、利益に関連する生理的変数を改善するために、
自発的動作のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を構成するように適合
されている。
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【００７２】
　本発明の一実施例によれば、装置が更に提供され、この装置は、第１センサ信号を生成
するべく適合された第１センサと、第２センサ信号を生成するべく適合された第２センサ
と、制御ユニットと、を含んでおり、制御ユニットは、第１及び第２センサ信号を受信し
、この第１センサ信号及び第２センサ信号の少なくともいずかにおいて、本装置のユーザ
ーの自発的動作を示す第１特徴を識別し、第１及び第２センサ信号の組み合わせから第２
特徴を導出し、この第２特徴に応答して、自発的動作のパラメータを変更するようにユー
ザーを促す出力信号を生成するべく適合されている。
【００７３】
　一実施例においては、制御ユニットは、第２特徴が示しているユーザーの生理的変数を
改善するために、自発的動作のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を構
成するべく適合されている。
【００７４】
　一実施例においては、制御ユニットは、第１特徴及び第２特徴に応答して、出力信号を
生成するべく適合されている。
【００７５】
　本発明の一実施例によれば、更に装置が提供され、この装置は、この装置のユーザーの
腹部呼吸を計測し、腹部呼吸センサ信号を生成するべく適合された第１センサと；ユーザ
ーの胸部呼吸を計測し、胸部呼吸センサ信号を生成するべく適合された第２センサと；こ
の腹部及び胸部呼吸センサ信号を受信し、これらに応答して、ユーザーの呼吸パラメータ
を変更するようにユーザーを促す出力信号を生成するべく適合された制御ユニットと；を
含んでいる。
【００７６】
　一実施例においては、呼吸のパラメータは、呼吸のタイミングパラメータを含んでおり
、制御ユニットは、この呼吸のタイミングパラメータを変更するようにユーザーを促すた
めに、出力を生成するべく適合されている。
【００７７】
　一実施例においては、制御ユニットは、腹部及び胸部呼吸センサ信号が示しているユー
ザーの生理的変数を改善するために、呼吸のパラメータを変更するようにユーザーを促す
出力信号を構成するべく適合されている。この生理的変数は、腹部呼吸と胸部呼吸間にお
ける位相差を含むことが可能であり、この場合には、制御ユニットは、この位相差を変化
させるために、呼吸のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を構成するべ
く適合されている。又、生理的変数は、胸部呼吸振幅に対する腹部呼吸振幅の比率を含む
ことが可能であり、この場合には、制御ユニットは、この比率を増大させるために、呼吸
のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を構成するべく適合されている。
【００７８】
　一実施例においては、制御ユニットは、鬱血性心不全と慢性閉塞性肺疾患から構成され
たリストから選択されるユーザーの状態を治療する出力信号を構成するべく適合されてい
る。
【００７９】
　本発明の一実施例によれば、更に装置が提供され、この装置は、呼吸の自律的な制御に
障害を有する対象の呼吸を示すセンサ信号を生成するベく適合されたセンサと；このセン
サ信号を受信し、これに応答して、対象に呼吸のパラメータを無意識に変更させる出力信
号を生成するべく適合された制御ユニットと；を含んでいる。
【００８０】
　一実施例においては、制御ユニットは、呼吸と位相がわずかにずれた出力信号を生成す
るべく適合されている。
【００８１】
　一実施例においては、センサは、対象が睡眠中である場合に、対象に対して適用される
べく適合されている。一実施例においては、制御ユニットは、対象の睡眠時無呼吸を治療
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するために、出力信号を生成するべく適合されている。
【００８２】
　一実施例においては、センサは、対象が意識を失っている場合に、対象に対して適用さ
れるべく適合されている。一実施例においては、センサは、対象が昏睡状態にあるか、又
は麻酔された状態にある場合に、対象に対して適用されるべく適合されている。
【００８３】
　本発明の一実施例によれば、更に診断装置が提供され、この診断装置は、この装置のユ
ーザーの自発的な生体リズム的動作を示す自発的な生理的変数を計測し、これに応答して
センサ信号を生成するべく適合されたセンサと；このセンサ信号を受信して、自発的動作
の時間に伴う変動のレベルを判定し、これに応答して、出力信号を生成するべく適合され
た制御ユニットと；を含んでいる。
【００８４】
　一実施例においては、制御ユニットは、診断を円滑に実行するために、変動のレベルを
判定するべく適合されている。
【００８５】
　一実施例においては、センサは、呼吸センサを含んでいる。
【００８６】
　一実施例においては、制御ユニットは、信号のエンベロープの時間に伴う変動のレベル
を判定するべく適合されている。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、制御ユ
ニットは、信号振幅の時間に伴う変動のレベルを判定するべく適合されている。更には、
この代わりに（又は、これに加えて）、制御ユニットは、信号の周期と信号の速度の少な
くと１つの時間に伴う変動のレベルを判定するべく適合されている。
【００８７】
　又、本発明の一実施例によれば、診断装置が提供され、この診断装置は、センサ信号を
生成するべく適合されたプレチスモグラフィーセンサと；このセンサ信号を受信して、信
号の時間に伴う変動のレベルを判定し、これに応答して、出力信号を生成するべく適合さ
れた制御ユニットと；を含んでいる。
【００８８】
　一実施例によれば、制御ユニットは、診断を円滑に実行するために、変動のレベルを判
定するべく適合されている。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、制御ユニッ
トは、信号のエンベロープの時間に伴う変動のレベルを判定するべく適合されている。更
には、この代わりに（又は、これに加えて）、制御ユニットは、信号振幅の時間に伴う変
動のレベルを判定するべく適合されている。更には、この代わりに（又は、これに加えて
）、制御ユニットは、信号の周期と信号の速度の少なくとも１つの時間に伴う変動のレベ
ルを判定するべく適合されている。
【００８９】
　本発明の実施例によれば、ユーザーの健康の改善を促進する方法が更に提供され、この
方法は、ユーザーの生体リズム的活動を示すセンサ信号を受信する段階であって、このセ
ンサ信号は、ユーザーの自発的活動を示す第１特徴と、ユーザーの利益関連変数を示す第
２特徴と、を具備している、段階と；第２特徴に応答して、第１特徴によって示されてい
る自発的動作のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を生成する段階と；
を含んでいる。
【００９０】
　一実施例においては、センサ信号を受信する段階は、ユーザーの胴の一部の外周の変化
によってユーザーの呼吸動作を監視する段階を含んでいる。
【００９１】
　本発明の一実施例によれば、ユーザーの健康の改善を促進する方法が更に提供され、こ
の方法は、自発的な生理的変数を示す自発的なセンサ信号を受信する段階であって、この
自発的な生理的変数は、ユーザーの自発的な動作を示している、段階と；利益に関連する
生理的変数を示す利益に関連するセンサ信号を受信する段階であって、この利益に関係す
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る生理的変数は、ユーザーの呼吸の振幅を示している、段階と；この自発的なセンサ信号
及び利益に関連するセンサ信号に応答して、自発的動作のパラメータを変更するようにユ
ーザーを促す出力信号を生成する段階と；を含んでいる。
【００９２】
　本発明の一実施例によれば、ユーザーの健康の改善を促進する方法が更に提供され、こ
の方法は、第１センサ信号と第２センサ信号を受信する段階と；この第１センサ信号及び
第２センサ信号の少なくともいずれかにおいて第１特徴を識別する段階であって、この第
１特徴は、ユーザーの自発的な動作を示している、段階と；第１及び第２センサ信号の組
み合わせから第２特徴を導出する段階と；この第２特徴に応答して、自発的動作のパラメ
ータを変更するようにユーザーを促す出力信号を生成する段階と；を含んでいる。
【００９３】
　本発明の一実施例によれば、ユーザーの健康の改善を促進する方法が更に提供され、こ
の方法は、ユーザーの腹部呼吸を示す腹部呼吸センサ信号を受信する段階と；ユーザーの
胸部呼吸を示す胸部呼吸センサ信号を受信する段階と；この腹部及び胸部呼吸センサ信号
に応答して、ユーザーの呼吸のパラメータを変更するようにユーザーを促す出力信号を生
成する段階と；を含んでいる。
【００９４】
　又、本発明の一実施例によれば、方法が提供され、この方法は、呼吸の自律的な制御に
障害を有する対象の呼吸を示すセンサ信号を受信する段階と；このセンサ信号に応答して
、対象に呼吸のパラメータを無意識に変更させる出力信号を生成する段階と；を含んでい
る。
【００９５】
　本発明の一実施例によれば、ユーザーの診断を円滑に実行する方法が更に提供され、こ
の方法は、ユーザーの生体リズム的動作を示す自発的な生理的変数を計測し、これに応答
してセンサ信号を生成する段階と；このセンサ信号を受信する段階と；自発的動作の時間
に伴う変動のレベルを判定する段階と；この変動のレベルに応答して、出力信号を生成す
る段階と；を含んでいる。
【００９６】
　本発明の一実施例によれば、ユーザーの診断を円滑に実行する方法が更に提供され、こ
の方法は、プレチスモグラフィーを使用してセンサ信号を生成する段階と；このセンサ信
号を受信する段階と；この信号の時間に伴う変動のレベルを判定する段階と；この変動の
レベルに応答して、出力信号を生成する段階と；を含んでいる。
【００９７】
　本発明については、添付の図面との関連で本発明の実施例に関する以下の詳細な説明を
参照することにより、十分に理解することができよう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００９８】
　図１は、本発明の一実施例によるユーザー２２の生体リズム的活動の有益な変更のため
のシステム２０を概略的に示す挿絵である。このシステム２０は、制御ユニット３０を有
しており、これは、ユーザーに結合されている少なくとも１つの生理的センサ３２から生
体リズム的活動の信号を受信する。又、この制御ユニットは、１つ又は複数の健康状態セ
ンサ３４、並びに／又はセンサ３２から健康状態信号を受信することも可能である。尚、
この制御ユニット３０、センサ、センサ信号、及び健康状態信号については、後程詳述す
る。又、制御ユニット３０とセンサ３２及び３４間の接続は、有線又は無線のいずれであ
ってもよい。
【００９９】
　制御ユニット３０は、受信したセンサ信号を分析し、この分析結果に応答して、通常は
、刺激ユニット３６を使用してユーザー出力信号を生成することによって、ユーザー２２
に対して介入を実行する。この刺激ユニットは、例えば、出力信号がオーディオであるア
プリケーションの場合には、ヘッドフォン又はその他のスピーカから構成可能である。出
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力信号は、ユーザーの生理的変数を改善するべく、自発的動作のパラメータを変更するよ
うにユーザーを促す。代表的な使用セッションにおいては、この装置は、生体リズム的活
動を継続的に検知し、活動の分析結果に応答して、介入の内容を変更する。ユーザーは、
通常、一定の期間（一般には、数日、数ヶ月、数年）にわたる複数のセッションにおいて
装置を使用する。それぞれのセッションの長さは、通常、約１０分～約２０分である（最
も一般的には、約１５分である）。
【０１００】
　いくつかのアプリケーションにおいては、センサ３２は、通常、先程引用した米国特許
第５，４２３，３２８号と米国特許出願第０９／６１１，３０４号及びＰＣＴ特許出願公
開第０１／０２０４９号に記述されているものなどの伸縮自在のベルトに装着された歪ゲ
ージに基づいて、胸部又は腹部の外周の変化によって、ユーザーの呼吸の吸気及び呼気フ
ェーズのタイミングと深さを含む呼吸動作を監視する力の変換器から構成されている。そ
して、このセンサ３２は、通常、ユーザー２２が自身で装着する。
【０１０１】
　図２は、本発明の一実施例による制御ユニット３０のコンポーネントを示す概略ブロッ
クダイアグラムである。この制御ユニット３０は、個別のコンポーネントとして、或いは
、個別であってカスタム（又は、セミカスタム）のコンポーネントの組み合わせとして実
装される。或いは、この代わりに、制御ユニット３０は、ディスプレイに接続された業界
標準の（又は、カスタマイズされた）コンピュータから構成され、このコンピュータは、
本明細書に記述されている機能を実行するべく、ソフトウェアによってプログラムされて
いる。このソフトウェアは、例えば、ネットワークを介して電子的な形態で制御ユニット
にダウンロード可能であり、或いは、この代わりに、磁気又は光媒体、或いはその他の不
揮発性メモリなどの実体を有する媒体によって提供することも可能である。
【０１０２】
　制御ユニット３０は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）３９を有しており、これは、制御ユ
ニットに接続され、この制御ユニットの個々のコンポーネントの動作を制御している。尚
、わかりやすくするべく、このＣＰＵ３９とその他のコンポーネント間における接続は、
図示されてはいない。又、このＣＰＵ３９は、後述するように、オペレータの指示に従っ
て１つ又は複数のモードにおいて動作可能である。
【０１０３】
　モニタ４０は、センサ３２から生体リズム的活動の信号（Ｂｉｏｒｈｙｔｈｍｉｃ－Ａ
ｃｔｉｖｉｔｙ　Ｓｉｇｎａｌ：ＢＡＳ）を受信し、通常、その第１及び第２特徴を識別
する。第１特徴は、ユーザーの自発的動作（例：吸気と呼気のタイミング）を示しており
、これは、通常、ユーザーの生体リズム的活動の一側面である。一方、第２特徴は、例え
ば、吸気の深さや規則性などの改善が望ましく、且つ、大部分の人間がこれに対して自発
的な制御を作用させないユーザーの生理的変数（「利益関連変数」）を表している。又、
モニタ４０は、通常、ＢＡＳの第３特徴をも識別し、これは、ユーザーの一般的な生理的
状態（「健康状態変数」）を表している。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）
、モニタ４０は、健康状態センサ３４又はシステム２０に結合（又は、一体化）された任
意選択のキーボードから（或いは、このシステムをコンピュータに接続することにより）
、１つ又は複数の健康状態変数の標識を受信する。そして、モニタ４０は、これらの特徴
を分析し、その分析結果に応答して、検知対象のユーザーの生体リズム的活動の１つ又は
複数のパターンの成分を表す次のような定量的パラメータを出力する。
【０１０４】
　・ＢＡＳの第１特徴から導出され、介入のために使用される刺激パターンを全般的に定
義するのに使用する１つ又は複数の生体リズム的活動パラメータ（Ｂｉｏｒｈｙｔｈｍｉ
ｃ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ：ＢＡＰ）（例：センサ３２が呼吸動作を監
視する際の（ａ）吸気時間と呼気時間、及び／又は（ｂ）振幅）。尚、本明細書に記述さ
れている技法は、先程引用した米国特許第５，０７６，２８１号及び第５，８００，３３
８７号明細書に記述されているＢＡＰの詳細を使用して実装可能である。
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【０１０５】
　・第２特徴から導出され、例えば、呼吸パターンの規則性などのユーザーの１つ又は複
数の利益関連変数と関連付けられている１つ又は複数の利益に関連するパラメータ（Ｂｅ
ｎｅｆｉｔ－Ｒｅｌａｔｅｄ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ：ＢＲＰ）。通常、利益関連変数は、
システム２０の治療対象であるユーザー２２の病状又はその他の事象によって変化するユ
ーザーのパレメータを含んでいる。例えば、利益関連変数には、継続的（又は、間欠的）
に計測される血圧、血液酸素化（例：ＳｐＯ２）、脈波速度、皮膚血量の変動、呼吸パラ
メータ（例：ピーク気流）、又はユーザー２２の心電図（ＥＧＣ）計測が含まれる。いく
つかのアプリケーションにおいては、ＢＲＰは、複数の第１特徴間において検出される関
係から導出される。
【０１０６】
　・第３特徴及び／又は健康状態センサ３４、キーボード、又は外部コンピュータから導
出され、望ましくない影響を回避するべく所定の限度内に維持することが望ましい生理的
変数と関連付けられた１つ又は複数の健康状態パラメータ（Ｈｅａｌｔｈ　Ｓｔａｔｕｓ
　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ：ＨＳＰ）。ＨＳＰの例には、呼吸数（これを監視することによっ
て過換気を回避可能である）、心拍数（わずかな影響であっても、重篤な心不全を有する
患者に心悸亢進を引き起こす可能性がある場合に、これを監視することにより、システム
２０の使用を防止することができる）、ＥＣＧ、血圧、及び／又は、体重、身長、及び年
齢などの非生体リズム的インジケータが含まれている。必要に応じて、制御ユニット３０
は、ＨＳＰを評価し、それらが安全な範囲内にあるかどうかを判定する。例えば、特定の
性別、年齢、及び体重を有するユーザーについて、特定の心拍数の計測値を過大又は過小
と判定し、これにより、介入を早期に終了させたり、警報信号を生成したりすることが可
能である。
【０１０７】
　これらのパラメータは、通常、データロガー／メモリ４１内に継続的又は間欠的に保存
されるが、このデータロガー／メモリは、通常、業界標準の揮発性又は不揮発性のメモリ
コンポーネントから構成されている。又、システム２０のいくつかの構成においては（又
は、オペレータによって選択されたモードにおいては）、センサ３２から受信されたＢＡ
Ｓも、データロガー４１内に継続的又は間欠的に保存される。このＢＡＳの保存は、医師
が、例えば、診断のために、生体リズム的活動の詳細な構造にアクセスすることを所望す
る場合に、特に有用である。例えば、腹部呼吸のパターンは、しばしば、複雑であって、
医師は、分析済みの構造よりも、未加工の信号を使用するのに習熟しており、こちらのほ
うを好む場合がある。いくつかのアプリケーションにおいては、データロガー４１は、更
に、内部クロック（図示されてはいない）から受信したシステムの使用日付及び時刻を保
存している。例えば、任意選択により、スマートカード或いはユーザーＩＤ及びパスワー
ドによって実現される相互交換可能なデータロガーを使用することにより、複数のユーザ
ーがこの装置を使用し、それぞれが自分自身の保存データを保持できるようになる。
【０１０８】
　いくつかのアプリケーションにおいては、制御ユニット３０は、診断モードにおいて動
作するべく構成されており、このモードにおいては、本システムは、介入を実行しない。
制御ユニットは、このモードにおいては、後で分析するべく、保存データをデータロガー
４１内に保存するのみである。
【０１０９】
　データロガー４１は、通常、本システムの複数の使用セッションの保存データを保持し
ている。この保存データには、以前のセッションから算出された傾向を含むことが可能で
あり、本装置は、オペレータの指示に従って、これを英数字（又は、グラフィック）で表
示可することができる。この保存データにより、システムの日常的（又は、反復的）な使
用の成否を評価することができる。又、ユーザーに対して支援とフィードバックを提供す
るべく、保存データのいくつかの側面（これには、本装置の現在及び過去の使用状況が含
まれる）を表示することも可能である。例えば、このデータ表示により、介入の際に（又
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は、ユーザーがシステムを使用していない場合に）、生体リズム的活動に対して望ましい
変更を加えるようにユーザーを促すことができる。
【０１１０】
　比較器４２は、ＢＡＰ、ＢＲＰ、及びＨＳＰの値を受信し、これらの値の時間に伴う変
化を評価するべく、これらの値を、データロガー４１内に以前から保存されている値と比
較する。このような比較は、システム２０の日常的な使用の持続的な効果を評価するのに
有用である。又、このような比較は、その生理的変数のベンチマーク値から、生理的変数
の計測値が逸脱していることを識別するのにも有用である。このようなベンチマーク値に
は、（ａ）既定の（又は、オペレータによって事前選択された）値に基づいた規範値、（
ｂ）データロガー４１内に保存されているデータに対して統計的手法を適用することによ
って比較器４２が判定したユーザーの特徴を表す最頻値、及び（ｃ）製造者によって事前
設定された（又は、オペレータによって事前選択された）本システムの推奨使用法を特徴
付ける値が含まれる（但し、これらに限定されるものではない）。
【０１１１】
　比較器４２は、通常、既定の持続期間においてデータロガー４１内に保存されたＢＡＳ
、ＢＡＰ、ＢＲＰ、及びＨＳＰの値から、本明細書において「相互相関パラメータ（Ｃｒ
ｏｓｓ－Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ：ＣＣＰ）」と呼ぶ更なるパラメ
ータの組を導出する。このＣＣＰは、通常、時間相関又はスペクトル相互相関分析によっ
て導出されるが、これらは、当技術分野において周知の数学的手法である。代表的なＣＣ
Ｐデータによれば、心血管反射は、呼吸による心拍数の変化の程度として特徴付けられて
いる。通常、ＣＣＰデータは、データロガー／メモリ４１内に保存され、比較器４２によ
って、後述するドライバ４４に伝達される。
【０１１２】
　いくつかのアプリケーションにおいては、この比較器４２は、先程引用した米国特許出
願第０９／６１１，３０４号及びＰＣＴ特許出願公開第０１／０２０４９号に記述されて
いる技法（これには、その図４を参照して図示並びに説明されている方法が含まれるが、
これらに限定されるものではない）を使用して動作する。
【０１１３】
　通常、既定の基準に従い、入力における予測されていない値の発生についてユーザーに
通知することが望ましい場合には、比較器４２は、オーディオビジュアルメッセージング
システム４５を使用してユーザーにフィードバックを提供する。このメッセージングシス
テムは、警報生成器４６と、この警報生成器によって起動可能な音声メッセージャ４８及
び／又はディスプレイ５０を有している。このメッセージングシステムによって生成され
る代表的なメッセージには、次のものが含まれる。
【０１１４】
　・センサ３２又は３４の不適切な取り付けなどのシステムの誤った使用法（この結果、
無意味なＢＡＳ信号が生成されたり、ＢＡＳ信号が生成されなくなる）や、システム使用
法のガイドラインの違反（この結果、システムの有効性が減殺される可能性がある）を示
すエラーメッセージ。このメッセージには、通常、推奨する訂正方法が含まれている。
　・ユーザー刺激を受領して自身の生体リズム的活動を変更した経験が乏しいユーザーを
ガイド可能な（通常は、音声及び／又は視覚的な指示である）エクササイズガイダンスメ
ッセージ。
　・生理的パラメータの望ましくない値が発生した場合にとるべき動作に関してユーザー
に指示する警告メッセージ（例えば、心拍数が過剰になった場合に、エクササイズを停止
する）。
　・介入に対するユーザーの準拠状況の要約及び／又は実行状況データをユーザーに提供
する要約メッセージ。
【０１１５】
　或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、ＣＰＵ３９は、比較器４２によって通
知される予測されていない値のタイプに応じて、本システムのセットアップを変更する。
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例えば、ＣＰＵ３９は、ユーザー刺激を、（ａ）行動の変化においてユーザーをガイドす
るべく意図されたガイドタイプの刺激（例：吸気／呼気比率の低減）から、（ｂ）心拍数
又は血圧が望ましい値を実現又はこれに復帰する際に、Ｉ／Ｅ比率を維持するべく意図さ
れた中立タイプの刺激、或いは（ｃ）ガイド又は維持成分を具備していないが、患者の関
心を維持するべく設計された海の波の音などのゼロタイプの刺激に、変更することが可能
である。
【０１１６】
　ユーザー及び／又はオペレータは、通常、メッセージングシステム４５の動作に関する
好みを設定することができる。例えば、音声メッセージ４８は、次のような場合に、起動
するべく構成可能である。
【０１１７】
　・常時（即ち、ユーザーが、生体リズム的活動をユーザー刺激と同期させるように支援
する人間の音声を提供することを目的としている）
　・ユーザーが自身の生体リズム的活動をユーザー刺激と同期させていない場合にのみ
　・適切な動作のために音声メッセージが不可欠な場合のみ（例：所定の期間にわたって
生体リズム的活動信号が検出されなかったり、電池の放電によってＣＰＵが制御ユニット
をシャットオフする場合）
【０１１８】
　経験の乏しいユーザーは、第１のオプションを選好し、経験豊富なユーザーは、第３の
オプションを選好する可能性があるため、このような好みを提供することは、本装置の日
常的な使用を含むいくつかの治療的アプリケーションにおいて有利である。尚、通常は、
ユーザーを混乱させることを回避するべく、音声及び視覚的なメッセージの使用は、最小
限のものにする。
【０１１９】
　本発明の一実施例においては、データロガー４１又はＣＰＵ３９は、ディスプレイ５０
又は音声メッセージャ４８を起動して、ユーザーに質問票を提示し、これに対して、ユー
ザーは、通常、ボタンを押下することによって応答する。この応答は、保存されるが、こ
れは、例えば、生活の質（ＱｏＬ）などの臨床的な結果を評価する際に有用である。
【０１２０】
　生体リズム的活動変更器５２は、ユーザー２２に対して、ユーザーの生体リズム的活動
の少なくとも１つの側面を変更するべく構成されたユーザー刺激を提供する。このユーザ
ー刺激は、刺激ユニット３６を使用してユーザー２２に伝達される。生体リズム的活動変
更器５２は、ドライバ４４から受信した規則の組を適用してＢＡＰ値を変換することによ
り、ユーザー刺激の生成に使用するパラメータを取得する。例えば、このユーザー刺激は
、時間と共に変化することによって、吸気及び／又は呼気に関連する期間を変更するよう
にユーザー２２を促す音響パターンであってよい。
【０１２１】
　一実施例においては、生体リズム的活動変更器５２は、音響シンセサイザ５４から構成
されている（その他の実施例においては、この変更器５２は、例えば、機械的なシミュレ
ータ、電気的なシミュレータ、圧力アプリケータ、又は視覚的なシミュレータから構成さ
れている）。このシンセサイザは、オーディオ出力を生成し、この場合に、通常は、例え
ば、フルートなどの第１楽器の音響が吸気に対応しており、ギターなどの第２楽器の音響
が呼気に対応している。そして、このシンセサイザ５４の動作は、通常、保存されている
コードシーケンスによって制御されり、このコードシーケンスは、ユーザー選択可能なメ
ロディを生成するべく、音符と楽器のオン／オフ命令を定義している。例えば、第１楽器
の音の持続時間は、最後の１分において、ユーザーの平均吸気時間を２％上回り、第２楽
器の音の持続時間は、最後の５分において平均呼気時間を１０％上回るものであってよく
、この場合に、これらの変換パラメータ（例：２％、１分、１０％、５分）は、ドライバ
４４から受信する。尚、この生体リズム的活動変更器５２及びドライバ４４は、先程引用
した米国特許５，０７６，２８１号及び第５，８００、３３７と、米国特許出願第０９／



(30) JP 4515916 B2 2010.8.4

10

20

30

40

50

６１１，３０４号及びＰＣＴ特許出願公開第０１／０２０４９号に記述されている技法を
実装可能である。
【０１２２】
　いくつかのアプリケーションにおいては、制御ユニット３０は、リアルタイム又は間欠
的な遠隔閲覧及び／又は分析のために、データをアップロード又はダウンロードするべく
、病院や診療所などの遠隔施設３８に接続されている。通常、この遠隔施設３８は、イン
ターネットなどの分散ネットワークを介して、制御ユニット３０及び／又はユーザー２２
と通信している。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、この遠隔施設は、例え
ば、電話を使用することにより、当技術分野において周知のその他の手段（例：電話モデ
ムや音声によるもの）によって、制御ユニット及び／又はユーザーと通信する。尚、この
ようなリモート通信及び分析には、先程参照した米国特許出願第０９／６１１，３０４号
及びＰＣＴ特許出願公開第０１／０２０４９号に記述されている遠隔仲介型の技法を使用
可能である。
【０１２３】
　本発明の一実施例においては、データロガー４１のコンポーネントのすべて又は一部は
、遠隔施設３８から受信された命令により（又は、例えば、ボタンの組み合わせを押下す
るなどの任意選択によってオペレータには既知の（但し、ユーザーには既知ではない）オ
ペレータ命令をローカルに使用することにより）、ダウンロード、変更、及び／又は消去
可能である。いくつかのアプリケーションにおいては、本装置の以前の使用法に関する情
報をユーザーに提供するべく、保存データのいくつかの側面をオフラインで表示すること
ができる。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、このようなオフライン表示に
よれば、健康管理プロバイダなどのオペレータが、ユーザーに対して技術的な支援を遠隔
地から（通常は、通話の際に）提供することも可能である。例えば、オペレータは、操作
上の問題点の解決に有用なデータを提供する相対的なメモリ場所に関する内容をディスプ
レイから読み取るように、ユーザーに対して要求することができる。
【０１２４】
　図３は、本発明の一実施例による信号の構造を特徴付けている模範的な特別なポイント
６２を含む代表的な監視対象のＢＡＳ６０の概略図である。これらの特別なポイントは、
モニタ４０によるパラメータＢＡＰ、ＢＲＰ、及びＨＳＰの判定の際に使用可能である。
この判定は、通常、個々の信号の特定時点分析を実行することによって行われる。例えば
、このような分析は、（ａ）１つ又は複数の特別なポイントにおいて信号の時間微分を取
得する段階、（ｂ）この時間微分の最大値又は最小値を判定する段階、及び／又は（ｃ）
生体リズムのサイクルを特徴付けている特別な２つのポイント間における時間又は信号値
の差を判定する段階を含むことができる。又、この分析には、複数のバイオリズムサイク
ルにわたって発生する活動を平均化する段階を含むことも可能である。特別なポイントは
、例えば、最大値、最小値、及び転換点であってよい（例：先程引用した米国特許第５，
８００，３３７号に記述されているもの）。そして、これら及びその他の特別なポイント
の検出は、先程引用した米国特許第５，８００，３３７号に記述されている技法を使用し
て実行可能である。
【０１２５】
　尚、この図３に示されている例は、説明を目的としたものに過ぎない。この例において
は、［ｔmin（ｎ），Ｅmin（ｎ）］に位置する１つの最小ポイントと、［ｔmax（ｎ），
Ｅmax（ｎ）］に位置する１つの最大ポイントにより、ユーザーの生体リズム的活動のｎ
番目のサイクルを特徴付けることが可能であると仮定しており、ここで、ｔmin（ｎ）と
ｔmax（ｎ）は、時間値を表し、Ｅmin（ｎ）とＥmax（ｎ）は、信号値を表している。従
って、Ｅmax（ｎ）は、ｎ番目のサイクルにおける生体リズム的活動の上部エンベロープ
を表しており、Ｅmin（ｎ）は、ｎ番目のサイクルにおける生体リズム的活動の下部エン
ベロープを表している。両方のエンベロープは、任意選択により、通常は、３次スプライ
ン近似などの標準的な手法を使用することによって、滑らかな曲線に時系列に変換される
。生体リズム的活動の振幅は、式Ａ（ｎ）＝Ｅmax（ｎ）－Ｅmin（ｎ）によって定義され
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る（スムージングを実行する場合には、スムージングの後の数値を使用する）。生体リズ
ム的活動の周期Ｔ（ｎ）は、Ｔ（ｎ）＝ｔmin（ｎ＋１）－ｔmin（ｎ）によって定義され
る。そして、生体リズム的活動の立ち上がり時間Ｔrise（ｎ）と立ち下がり時間Ｔfall（
ｎ）は、それぞれ、Ｔrise（ｎ）＝ｔmax（ｎ）－ｔmin（ｎ）とＴfall（ｎ）＝ｔmin（
ｎ＋１）－ｔmax（ｎ）によって定義される。
【０１２６】
　これら及びその他の特別なポイントの検出は、ｎ番目のサイクルにおけるｊ番目の特別
なポイントをマーキングする［ｔ（ｎ，ｊ），Ｅ（ｎ，ｊ）］によって与えられるマルチ
フェーズの生体リズム的活動サイクルに容易に一般化可能である。この場合に、Ｅ（ｎ，
ｋ）は、複数のエンベロープ、複数の振幅Ａ（ｎ，ｊ，ｋ）＝Ｅ（ｎ，ｋ）－Ｅ（ｎ，ｊ
）、及び対応する複数の時間セグメントＴ（ｎ，ｊ，ｋ）＝ｔ（ｎ，ｋ）－ｔ（ｎ，ｊ）
に跨っている。
【０１２７】
　図４は、本発明の一実施例によるいくつかの監視対象のＢＡＳ７０の概略図である。こ
の実施例においては、システム２０は、心血管反射を計測するべく適合された複数の生理
的センサ３２を有している。これらのセンサは、複数のＢＡＳ７０を生成する。通常、こ
れらのセンサの中の１つは、呼吸センサ７２から構成されており、これは、連続した呼吸
信号７４を供給する。そして、センサの中の別の１つは、光電センサ７６から構成されて
おり、これは、それぞれ、脈打つ皮膚血量の変化を（通常は、ＡＣモードにおいて）監視
すると共に、周期と振幅（丸印８２によってマーキングされている値）のビートツービー
ト分析を行った後に心拍数信号７８と皮膚パルスボリューム信号８０を供給するべく、フ
ォトプレチスモグラフィーを実行する。尚、この実施例は、通常、呼吸を減速して圧受容
体反射感受性を増大させるべく設計された介入において使用される。
【０１２８】
　図５は、本発明の一実施例によるモニタ４０を動作させる方法を示すフローチャートで
ある。特別なポイントの検出段階１００において、通常は、図３を参照して前述したよう
に、ＢＡＳを使用して特別なポイントを検出する。そして、それぞれの算出段階１０２、
１０４、及び１０６において、エンベロープ、振幅、及び時間セグメントを算出すること
によって、ビートツービート分析を実行する。次いで、バッファ保存段階１０８において
、このビートツービート分析の結果を更なる分析のためにバッファ内に保存するが、この
バッファは、データロガー４１のコンポーネントであってよい。そして、パターン特徴付
け段階１１０において、生体リズム的活動パターンの特徴付けを行い、パラメータＢＡＰ
、ＢＲＰ、及びＨＳＰを生成する。尚、このパターンの特徴を生成するプロセスは、通常
、その生体リズム的活動の特性と、疾患の病状又はユーザーの状態によるその変化の内容
ごとに、固有である（例えば、高高度においては、呼吸は、異常になり、ＣＨＦ患者に類
似したものになる）。又、ＢＡＰの算出は、先程引用した米国特許第５，０７６，２８１
号及び第５，８００，３３７号に記述されている技法を使用して実行可能である。
【０１２９】
　本発明の一実施例によれば、ユーザーの自発的動作は、呼吸を含んでおり、自発的動作
の変更可能なパラメータには、呼吸の１つ又は複数のタイミングパラメータが含まれてい
る。そして、ユーザー刺激は、通常、１つ又は複数の既定の基準に従い、分析結果に応答
して装置が生成する音響パターン及び／又は動的なグラフィックパターンなどのわかりや
すい刺激から構成されている。この刺激は、通常、例えば、新しい呼吸パターンを開始す
るようにユーザーを訓練することにより、ユーザーの呼吸を変更することを目的としてい
る。例えば、呼気に対する吸気の比率（Ｉ／Ｅ比）を低減するべく、出力信号によって、
吸気と呼気のタイミングを変更するようにユーザーを促すことができる。いくつかの介入
においては、例えば、通常、１：１又は１：２の介入前のレベルから、通常、１：４に、
この比率を低減することが望ましい。いくつかのアプリケーションにおいては、利益関連
変数は、呼吸の振幅であり、振幅を（例えば、１つのセッションにおいて、或いは、複数
のセッションにわたって）緩やかに変化させるべく、Ｉ／Ｅ比を変更する。
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【０１３０】
　本発明の一実施例においては、ＢＲＰは、エンベロープ、振幅、又は指定されたポイン
ト間の時間（即ち、センサ信号の周期）などのセンサ信号のいくつかの側面の変化度又は
規則性と関連付けられている。このような変化度は、例えば、直近の期間（通常、約１分
）中に保存されたデータについて算出された一側面の標準偏差（ＳＤ）として表すことが
できる。センサ信号が、心拍の周期や心拍数などの絶対的に判定される生体リズム的変数
を計測している場合には、修正されていないＳＤを使用することができる。一方、例えば
、皮膚パルスボリュームなどのように、計測対象の変数が、絶対的な意味を具備してはい
るが、較正されていない場合には、ＳＤの値を、そのＳＤを算出するのに使用した周期に
わたるその側面の平均値によって除算したものによって、相対的な変化度を定義可能であ
る（例えば、振幅のＳＤを振幅の平均値で除算する）。又、例えば、いくつかのセンサに
おける吸気エンベロープなどのように、計測対象の変数が、較正されておらず、任意の基
準値に対して計測される場合には、その側面のＳＤを、別の関係する側面の平均値で除算
したものによって変化度を定義することができる（例えば、エンベロープのＳＤを、関係
する振幅の平均値によって除算する）。一実施例においては、生体リズム的活動の変化度
は、次の式によって表現可能である。
【０１３１】
変化度＝１－［ＳＤ（上部エンベロープ）＋ＳＤ（振幅）］／ｍｅａｎ（振幅）
【０１３２】
　生体リズム的活動のサイクルがほとんど同一の構造を有している場合には、これは、１
に近づくことになる。本発明者は、このような変化度又は規則性の尺度が、利益に関連す
るパラメータとして、ユーザーの状態及び／又は介入の効果に関する有用なフィードバッ
クを提供するものと考えている。
【０１３３】
　心拍数（又は、周期）と皮膚パルスボリュームの呼吸による変化は、神経系の機能を反
映していると考えられる。更に正確には、これらの生理的変数は、交感及び副交感神経の
活動間における動的なバランスを表しており、これは、高血圧やＣＨＦなどのいくつかの
心血管疾患の場合に損なわれることになる。本発明の一実施例においては、このような生
理的理解に基づいて、ＢＲＰを算出している。即ち、心拍数（又は、周期）と皮膚パルス
ボリュームの呼吸による変化の変化度に対する呼吸の寄与度を定量的に分離するべく、通
常、（ａ）呼吸信号と（ｂ）心拍数信号又は皮膚パルスボリューム信号間における相互相
関分析を実行する（これらの信号は、図４に示されている）。
【０１３４】
　本発明の一実施例においては、ＨＳＰは、先程引用した米国特許出願第０９／６１１，
３０４号及びＰＣＴ特許出願公開第０１／０２０４９号に記述されているように、限度内
に維持することが望ましい平均値又は傾向に対応している。一実施例においては、１つ又
は複数の生理的変数の算出された変化度の傾向をＨＳＰとして使用している。例えば、呼
吸を生体リズム的活動として使用し、先程引用した米国特許第５，０７６，２８１号に記
述されているように、可能な限り呼吸数を低減する方向に介入を誘導した場合に、ユーザ
ーが、低速で、深く呼吸すると、呼吸の規則性（ＨＳＰ）が低下し始め、この結果、介入
が無効になる傾向を有している。比較器４２は、通常、このような傾向の検出についてド
ライバ４４に通知し、ドライバは、呼吸の規則性が改善された呼吸パターンにユーザーを
ガイドするべくプログラムされている。
【０１３５】
　本発明の一実施例においては、センサ３２は、第１及び第２センサを有しており、これ
らは、それぞれ、第１センサ信号と第２センサ信号を生成する。そして、この第１及び／
又は第２センサ信号から第１特徴を導出し、第１及び第２センサ信号の両方から第２特徴
を導出する。例えば、いくつかのアプリケーションにおいては、第１及び第２センサは、
それぞれ、腹部呼吸と胸部呼吸を監視する別個の呼吸センサから構成されている。これら
のアプリケーションにおいては、ユーザーの自発的動作は、呼吸であり、自発的動作の変
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更可能なパラメータには、通常、呼吸の１つ又は複数のタイミングパラメータが含まれて
いる。利益関連変数は、（ａ）腹部呼吸と胸部呼吸間の位相差（介入は、これを低減する
べ試みる）、（ｂ）胸部呼吸振幅に対する腹部呼吸振幅の比率（介入は、これを増大させ
るべく試みる）、又は（ｃ）（ａ）及び（ｂ）の組み合わせ、である。例えば、ＣＨＦ及
びＣＯＰＤの場合には、腹筋は、しばしば、機能の低下を呈し、これは、胸部呼吸振幅に
対する腹部呼吸振幅の比率によって示される。本発明は、この比率を増大させるべく試み
、この結果、これらの状態の諸側面に対して肯定的な効果を付与することができる。
【０１３６】
　本発明の一実施例においては、センサ３２は、心電図（ＥＣＧ）センサを有しており、
このセンサは、通常、インピーダンス法を使用して呼吸を検出する。そして、このＥＣＧ
センサを使用してＢＡＰを判定し、これを使用することにより、通常は先程引用した米国
特許第５，０７６，２８１に記述されている技法を使用して、ユーザーの呼吸をガイドす
る。通常、心拍数と、心拍数の変化度によってＨＳＰとＢＲＰが提供される。
【０１３７】
　本発明の一実施例においては、センサ３２は、フォトプレチスモグラフィーセンサから
構成されており、これは、皮膚血量の変化を監視する。このフォトプレチスモグラフィー
センサによって生成される信号には、呼吸成分と血管運動成分の両方が含まれており、血
管運動成分は、４～８サイクル／分の周期を有しており、システム２０によってガイドさ
れる低速の呼吸は、この周期において、心血管系との共振に似た効果を有し、これは、末
梢血管抵抗の低減と関連している。ＢＲＰは、通常、皮膚パルスボリュームの振幅によっ
て表され、ＢＡＰは、皮膚パルスボリュームの平均周波数によって表される。皮膚パルス
ボリュームの低減によって示される小血管の血管収縮は、望ましくない現象であり、この
パラメータは、いくつかのアプリケーションにおいて、ＨＳＰを表すことができる。
【０１３８】
　本発明の一実施例においては、センサ３２は、異なる波長で動作する２つのフォトプレ
チスモグラフィーセンサの組を有しており、これらは、血液酸素飽和（ＳｐＯ２）を監視
するパルスオキシメータとして共に機能する。低ＳｐＯ２は、組織に対する低酸素供給と
関連しているため、ＳｐＯ２は、ＣＨＦ及びＣＯＰＤの有用な臨床的標識である。従って
、ＢＲＰ及びＨＳＰのいずれにも、ＳｐＯ２を使用可能である。又、不規則なＳｐＯ２は
、病的な状態を示している。又、単一センサを採用する実施例と共に使用した場合には、
このパルスオキシメータのセンサの中のいずれか又は両方は、前述の生理的変数のすべて
を生成可能である。
【０１３９】
　一実施例においては、センサ３２は、フローメータ、熱線（呼吸の気流を監視するため
のもの）、生体リズム的活動のリズミカルな側面を監視する高速応答温度センサ、心臓活
動センサ、筋肉活動センサ、１つ又は複数の筋電図（ＥＭＧ）電極、脳電図（ＥＥＧ）モ
ニタ、微小血管特性センサ、レーザードップラセンサ、指プレチスモグラフ、圧力カフ、
又は歪ゲージから構成されている。或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、セン
サ３２は、器官の温度、血液ガス濃度、組織から放出されるガスの濃度、ユーザーの少な
くとも１つの器官の電気インピーダンス、或いは、ユーザーの器官の外周、容積、又は圧
力を検知するべく適合されている。
【０１４０】
　本発明の一実施例においては、センサ３２は、カプノメータから構成されており、これ
は、呼吸サイクルにおけるＣＯ２の変化を計測する。カプノメータは、呼吸モニタとして
機能することができる。終末呼気ＣＯ２は、不適切な換気と筋肉疲労のインジケータであ
り、これは、一般に、ＣＨＦとＣＯＰＤの病状を特徴付けている。従って、終末呼気ＣＯ
２は、ＢＡＰ、ＢＲＰ、及び／又はＨＳＰを表すことができる。終末呼気ＣＯ２は、患者
から人工呼吸装置を取り外すプロセスにおいて、特定の臨床的な意義を有している。一実
施例においては、システム２０は、この取り外しプロセスにおいて、任意選択により、先
程引用した米国特許出願第０９／６１１，３０４号及びＰＣＴ特許出願公開第０１／０２
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０４９号に記述されている技法との関連で使用される。
【０１４１】
　本発明の一実施例によれば、センサ３２は、呼吸音を監視するべく適合されたマイクロ
フォンから構成されており、この呼吸音からＢＡＰを導出する。通常は、これらの音響を
分析し、ユーザーの気道の状態の標識を判定する（気道は、流通する空気によって音響を
生成する）。喘息やその他の呼吸に関係する状況においては、システム２０によって実行
される介入によって症状が緩和されると考えられ、これは、呼吸音のスペクトルに表れる
。従って、同一の音響を分析し、ＢＲＰとＨＳＰの両方を判定可能である。
【０１４２】
　本発明の一実施例においては、システム２０は、このシステム２０をドッキング可能な
ドッキングステーションを有している（図示されてはいない）。このドッキングステーシ
ョンは、制御ユニット３０、センサ３２及び３４、及び刺激ユニット３６を保存する区画
を具備している。通常、制御ステーションは、制御ユニット３０の電池を充電する電池充
電器と、通常の電話ジャックに接続するべく通常は適合されている通信ポートを有する通
信ユニットと、この通信ユニットを制御ユニットに電気的に接続する手段と、を更に有し
ている。
【０１４３】
　本発明のいくつかの実施例においては、第１及び第２特徴（例：Ｉ／Ｅ比率と吸気振幅
）を同時に監視している。その他の実施例においては、第１及び第２特徴の監視は、同時
には実行されない。例えば、第１動作フェーズにおいて、システム２０は、第２特徴の値
のベースライン計測値を記録する（この計測値は、本装置によって生成される介入を経験
する前のユーザーの生理的状態の診断的標識である）。そして、第２動作フェーズにおい
て、システム２０は、このベースライン計測値に応答して、介入を実行する。
【０１４４】
　本発明の一実施例においては、ユーザー刺激は、ゲームの形態になっている。そして、
このゲームのパラメータを変更することにより、このゲームをプレーすることによって自
発的動作のパラメータを変更するようにユーザーを誘導する。
【０１４５】
　本発明の一実施例においては、制御ユニット３０は、ユーザーが無意識に反応するユー
ザー刺激を生成することによって、介入を実行するべく適合されている。通常、このよう
な無意識のユーザー刺激は、例えば、呼吸などの変更が望ましい生体リズム的活動とわず
かに位相をずらして適用される。この方法は、例えば、意識を失っているなど、ユーザー
の呼吸の自立的な制御が損なわれている場合に使用可能である（例：対象が、昏睡状態に
あったり、麻酔がかかった状態にある場合）。又、この方法は、対象が睡眠中である場合
にも使用可能である（例：対象の呼吸に対する制御が不十分であるために発生する睡眠時
無呼吸を対象が患っている場合）。例えば、聴覚的な（又は、その他の）刺激による介入
により、自発的に呼吸している意識を失った対象の呼吸筋肉を刺激することができる。
【０１４６】
　いくつかのアプリケーションにおいては、意識のあるユーザーに対して介入を適用する
場合にも、ユーザーは、半意識的又は無意識に、自発的動作の一側面を変更する。例えば
、前述のように、多くの人々は、無意識に、且つ容易に、強烈なリズムの音楽や光のブリ
ンキングなどのリズミカルな外部刺激に合わせて、自分の呼吸、歩行動作、又は走行動作
を実行する。これと同様に、本発明のこれらの実施例のいくつかは、適用された介入のリ
ズムに対して自発的動作を調節するべく意識的に試みていない人々に対しても適用可能で
ある。この結果、いくつかのアプリケーションにおいては、これらの実施例の中のいくつ
かのもののユーザーは、１つ又は複数のセンサがユーザーの個々の生理的変数を計測し、
本明細書に記述されているものなどの介入がユーザーに対して適用されている最中に、読
書したり、会話したり、食事をとったり、或いは、就寝することさえも可能である。
【０１４７】
　本発明の一実施例においては、システム２０は、通常、組織の酸素化を増大させるべく
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、ユーザーの呼吸パターンを変化させるようにユーザー２２をガイドする。本発明のこの
アプリケーションは、Ｃｈｅｙｎｅ－Ｓｔｒｏｋｅｓ呼吸を呈することの多い鬱血性心不
全（Ｃｏｇｅｓｔｉｖｅ　Ｈｅａｒｔ　Ｆａｉｌｕｒｅ：ＣＨＦ）の治療に特に有用であ
る。呼吸速度が遅すぎると、十分なレベルの酸素が身体に供給されないため、このような
呼吸パターンは、平均的な組織酸素化の低下をもたらす。その一方で、過換気の場合にも
、患者の既に弱った状態にある心臓に大きな負荷をかけることになり、最適な身体の酸素
化は実現しない。好ましくは、組織の酸素化を増大させるべく、音楽パターンは、望まし
く且つ健康的なパターンにユーザーの呼吸を徐々に変化させるスケジュールに従い、吸気
及び呼気するための音楽又は音声によるユーザーガイダンスを含んでいる。本発明の好適
な一実施例によれば、組織の酸素化の望ましい増大を得るべく前述の技法を適用する際に
、先程引用したＭｏｒｔａｒａ及びＢｅｒｎａｒｄｉによる文献に記述されている手順を
利用している。例えば、吸気のための音楽又は音声によるガイダンスには、音程及び／又
は音量が全般的に上昇する音符のシーケンスを演奏するフルートを含むことが可能であり
、呼気の指示には、音程及び／又は音量が下降するチェロ又はギターの音符を含むことが
できる。或いは、この代わりに、特定の高い音程を具備するフルート又はトーンを聞いた
ときには、常にセッションの開始時点において吸気し、特定の低い音程を具備するチェロ
、ギター、又はトーンを聞いたときには、常に呼気するように、ユーザーに対して指示す
る。尚、このような音楽を生成するための好ましい手順については、先程引用した米国特
許出願第０９／６１１，３０４号及びＰＣＴ特許出願公開第０１／０２０４９号に（特に
、その図１６を参照して）記述されている。
【０１４８】
　いくつかのアプリケーションにおいては、センサ３２は、皮膚血量及び／又は血液酸素
レベルを示す信号を伝達する。そして、これに応答し、生体リズム的活動変更器５２は、
吸気フェーズ及び／又は呼気フェーズの持続時間を変更するようにユーザーを促すことに
よってセンサ３２からの信号を望ましい値に向かって変更するべく、音楽のリズムパラメ
ータを調節する。例えば、本発明者は、呼気フェーズにおいて消費される呼吸の部分を徐
々に増大させると同時に、呼吸数を約６呼吸／分に徐々に低減するように制御ユニット３
０をプログラムすることにより、何人かの患者において、血液の酸素化における大幅な増
大と、血圧の大幅な低下という望ましい結果がもたらされることを見出した。
【０１４９】
　本発明の一実施例によれば、血液の酸素化に関する前述のものに類似した方式により、
システム２０を使用して、その他の自律神経系の機能を監視及び変更することが可能であ
る。例えば、当技術分野においては、心拍数の変化度の低減は、心血管の障害と関連して
いることが知られている（例えば、先程引用したＬａ　Ｒｏｖｅｒｅ他による文献を参照
されたい）。この現象を治療するべく、１つのアプリケーションにおいては、センサ３２
が、ユーザー２２の心拍数を示す信号を制御ユニット３０に送信し、生体リズム的活動変
更器５２が、心拍数の変化度を増大させるべく、音楽やその他の介入の諸側面を変更して
いる。低速の呼吸によって心拍数の変化度が増大することが既に判明している（例えば、
先程引用したＰｉｔｚａｌｉｓ他による文献を参照されたい）。
【０１５０】
　或いは、この代わりに（又は、これに加えて）、システム２０は、ユーザーの血管の機
械的コンプライアンスを増大させるべく動作する。このコンプライアンスは、心臓から放
出された血液の通過に応答して血管が拡張する能力を反映している。十分なレベルの動脈
コンプライアンスは、心臓から高圧で押し出された血液の脈動パターンを緩和するのに重
要であり、この結果、微小血管系への血流がスムーズになることが知られている。これと
は対照的に、動脈コンプライアンスの低下は、血圧を制御するフィードバックシステム内
において身体が使用する圧受容体の不適切な機能と関連している。動脈コンプライアンス
は、加齢と共に、並びに、高血圧、鬱血性心不全、及びアテローム性動脈硬化症などの多
くの心血管疾患において、低下することが知られている。又、動脈コンプライアンスは、
血圧の急激な上昇、並びに交感神経活動の増大に応答しても低下する（例：人間が精神的
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なストレスを経験している場合）。
【０１５１】
　好ましくは、システム２０は、血液酸素化の増大に関連して前述したものに全般的に類
似した方式で、動脈コンプライアンスを増大させる。即ち、生体リズム的活動変更器５２
は、動脈コンプライアンスの増大をセンサ３２からの信号が示すようになる適切な動作パ
ラメータを判定するべく、ユーザーに対して提示する音楽又はその他の介入のパラメータ
を変更する。本発明者は、ユーザーの呼吸数やその他の自発的又は無意識の生理的パラメ
ータを約６反復／分で反復することにより、多くの心血管インジケータが最適化されるこ
とを発見した。
【０１５２】
　動脈コンプライアンスの変化は、好ましくは、ユーザーの心臓のそれぞれの鼓動に対応
する脈波速度の変化を監視することによって計測する。脈波速度の低下は、動脈コンプラ
イアンスの増大から導出されるため、一般に、脈波速度の低下は望ましいものである。脈
波速度の変化は、通常、心臓から異なる距離において計測した同一の心臓の鼓動に対応す
るイベント間の時間遅延を算出することによって計測される。例えば、センサ３２は、心
電図電極とフォトプレチスモグラフィーセンサから構成可能であり、制御ユニット３０は
、この電極によって計測される心電計信号のＱＲＳ群と、フォトプレチスモグラフィーセ
ンサによって計測されるフォトプレスチモグラフィー信号の対応する変化の開始点間の時
間差の変化を計測可能である。
【０１５３】
　好ましくは、生体リズム的活動変更器５２は、呼吸やその他の規制に十分に追従するユ
ーザーの能力を実質的に継続的に監視しつつ、脈波速度の計測値を最大限に低下させるべ
く、音楽による呼吸の指示やその他の適用する介入を設定する。例えば、呼吸数を６呼吸
／分から５呼吸／分に低下させれば、更にわずかに脈波速度を低下させることが可能であ
ると判断された場合にも、そのような低速においては、ユーザーの呼吸が過大になると共
に／又は、心臓と呼吸筋に過負荷が加わると判断される場合には、このような低減は、通
常、実行されない。
【０１５４】
　本発明のいくつかのアプリケーションにおいては、約０．０５Ｈｚ～０．１５Ｈｚの周
波数においてユーザー２２に介入を適用することが望ましく、これは、「Ｍａｙｅｒ波」
に関連する血管運動周波数（小血管の管腔の周期的な変動）に対応している。例えば、血
管運動周波数で呼吸するようにユーザーを促すことができる。或いは、この代わりに（又
は、これに加えて）、刺激ユニット３６は、空気又は流体の正又は負の圧力などの周期的
な機械的入力を、ユーザーの身体のその他の領域に適用する。更には、この代わりに（又
は、これに加えて）、ユーザーの身体の上部、内部、又は近傍に配置された電極、磁石、
加熱又は冷却ユニット、又は電磁放射放出ユニットにより、対応する形態のエネルギーを
、血管運動周波数において、ユーザーの身体の指定領域に適用又は除去する。
【０１５５】
　血管運動周波数は、所与の個々人において、長期間において変化するが、本発明者は、
ユーザー２２とシステム２０がやり取りする代表的な１５分セッションなどの短期間にお
いても血管運動周波数が変化するものと考えている。好ましくは、センサ３２は、ユーザ
ー２２の血管運動周波数の現在の値を示す信号を制御ユニット３０に実質的に継続的に伝
達する。仮説によれば、介入の適用周波数を血管運動周波数の現在の値に近接してマッチ
ングさせることにより、システム２０は、心血管共振の一形態を実現することが可能であ
り、この結果、心血管の健康の既知のインジケータの大きな改善が誘発されることになる
（例えば、先程引用したＣｏｏｋ他による文献を参照されたい）。この介入には、誘発さ
れた呼吸数の変化、周期的に適用される機械的圧力、熱、冷却、又は電界、磁界、又は様
々な形態の電磁放射の適用などの前述の介入のいずれをも含むことができる。好適な一実
施例においては、組織の治癒を促進するべく、負傷した組織に対して、これらの介入の中
の１つ又は複数のものを、血管運動周波数において、周期的に適用している。
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【０１５６】
　当技術分野においては、患者がＣＯＰＤを有している場合に、それぞれの呼吸サイクル
の６０％を吸気に消費しサイクルの４０％を呼気に消費する状態で、吸気負荷を介して１
５呼吸／分で呼吸することによって患者の呼吸の持久力を増大させるように、患者に対し
て指示することが知られている。しかしながら、このようなエクササイズに必要とされる
精神的集中と物理的努力のレベルは高く、且つ、この作業の特性は、相対的に退屈なもの
であるため、大部分の患者にとって、このような規制の遵守は困難であり、忠実な患者の
場合にも、医療従事者の直接的な監督下にある場合を除いて、この種のエクササイズの実
行を停止してしまう傾向を有している。
【０１５７】
　これとは対照的に、本発明のいくつかの実施例においては、ユーザー２２に対して要求
される内容は、音楽を聞いて、そのリズムとパターンに従って呼吸することのみであり、
精神面における努力が、実質的に除去されている。又、この実施例は、ユーザーの現在の
呼吸パターンにリアルタイムで応答可能であるため、例えば、単純に６０％のデューティ
サイクルを具備し１５回／分でターンオンする「吸気インジケータ灯」などに比べ、格段
に優れた機能を提供する。即ち、生体リズム的活動変更器５２は、これとは対照的に、通
常、その初期計測状態（例：８呼吸／分、３０％の吸気と７０％の呼気）から、望ましい
最終的な状態に至るまで、ユーザーの呼吸パターンを徐々に変化させる。そして、好まし
くは、この変化は、｛［呼吸レート］，［吸気／呼気比率］｝によって定義される二次元
パラメータを通じてユーザーの呼吸をガイドすることによって生成される。通常、プロセ
ッサは、初期状態を表す空間内の一点から、望ましい最終的な状態を表す空間内の一点に
向かって、空間内の最短の経路に沿って、ユーザーの呼吸をガイドする。尚、好ましくは
、生体リズム的活動変更器は、この経路のそれぞれの地点において、ユーザーの呼吸能力
を追跡し、ユーザーが現在の呼吸要件を正常に実現していない場合には、次の目標に向か
って更に前進するようにユーザーを促すことはしないという点に留意されたい。
【０１５８】
　患者の中には、手術後の呼吸系の回復速度が遅い者も存在しており、そうではない患者
の場合にも、患者から機械的な人工呼吸装置を問題なく取り外すのに、数日から数週間を
所要することが知られている。従って、本発明のいくつかのアプリケーションは、人工呼
吸に依存した（又は、手術後の）患者の呼吸法を徐々に適切なものにする（必要な変更が
加えられた）本明細書に記述されている装置及び方法の使用に関係している。これらの患
者に使用される多くの機械的な人工呼吸装置は、患者の呼吸動作をサポートするべくトリ
ガされている（このトリガは、毎回の呼吸のタイミングと深さを指示するためのものでは
ない）。本発明のいくつかの実施例においては、ユーザー自身の呼吸に対するユーザーの
自発的な制御を利用しているため、システム２０を使用して人工呼吸装置に依存した患者
から人工呼吸装置を取り外す場合には、このようなトリガを有する人工呼吸装置を使用す
ることが好ましい。
【０１５９】
　本明細書に記述されている技法は、先程引用した米国特許出願第０９／６１１，３０４
号及びＰＣＴ特許出願公開第０１／０２０４９号に記述されている技法との関係で実施可
能である。
【０１６０】
　以上、本発明の実施例について、全般的に病状を有するユーザーとの関連で説明したが
、ユーザーが全般的に健康であって、心理的なストレスの緩和及び／又はリラクゼーショ
ンを得るために、或いは、筋肉の再教育、運動競技の訓練、又は、エンターテインメント
を目的として、本発明の諸側面を使用するべく選択することも、本発明の範囲に属するも
のであることを理解されたい。
【０１６１】
　当業者であれば、本発明は、本明細書に特別に図示及び説明されているものに限定され
ものではないことを理解するであろう。本発明の範囲は、前述の様々な特徴の組み合わせ
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及び小規模な組み合わせの両方と、従来技術には存在していないその変形及び変更をも含
んでおり、当業者であれば、以上の説明を参照することにより、それらを容易に想起する
ことができよう。
【図面の簡単な説明】
【０１６２】
【図１】本発明の一実施例によるユーザーの生体リズム的活動の有益な変更のためのシス
テムを概略的に示す挿絵である。
【図２】本発明の一実施例による図１のシステムの制御ユニットのコンポーネントを示す
概略ブロックダイアグラムである。
【図３】本発明の一実施例による代表的な監視対象の生体リズム的活動信号の概略図であ
る。
【図４】本発明の一実施例によるいくつかの監視対象の生体リズム的活動信号の概略図で
ある。
【図５】本発明の一実施例による図１の装置のモニタを動作させる方法を示すフローチャ
ートである。

【図１】 【図２】
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